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これまでも、これからも。
歴史あるまち、歴史ある桜。特

集



西 暦 和 暦 出 　 来 　 事
1871 明治４ 廃藩置県により高田藩が廃止。

1907 40 陸軍第十三師団の兵営地が高田に決定。

1908 41 11月１日、第十三師団が旧高田城の跡地
に入営を開始。

1909 42 在郷軍人団が桜の苗木２千本を寄付する
願書を第十三師団へ提出。

1911 44 ９月１日、高田市が発足。

1914 大正３ ４月、第十三師団兵営内の桜が咲き始める。

1917 ６ 第十三師団が、司令部構内および偕行社庭
内の桜の花見を３日間に限り、市民に開放。

1922 11 桜の公開期間が４日間に延長される。
偕行社庭内で露店の営業が許可される。

1924 13 桜の公開期間が10日間に延長される。
呉服町（現在の本町３）の有志が榊神社と
偕行社庭内にアーク灯（電灯）を設置（夜
桜会の開始）。

1925 14 高田商工会、高田実業連合会が、司令部
通りから偕行社までの道路および偕行社
庭内にぼんぼりを点灯。

1926 15 高田商工会、高田実業連合会、高田各宗
教連合会が第１回観桜会を開催。

1944 昭和19 アジア太平洋戦争の戦局悪化により、観
桜会が中止となる。

1946 21 観桜会が再開される。

1950 25 都市計画に基づき、高田城跡が高田公園
に指定される。

1971 46 ４月29日、上越市が発足。

1980 55 桜を「市の木」に制定。

1993 平成５ 高田公園内に「高田城三重櫓」を復元。

2002 14 高田公園内に「極楽橋」を復元。

2014 26 「高田公園桜長寿命化計画」を策定。
「桜プロジェクトJ」が始動。

2020 令和２ 高田公園の名称を「高田城址公園」に変更。

2025 ７ 第100回高田城址公園観桜会開催。

高田城址公園の桜、その歩み

特
集

歴史あるまち、歴史ある桜。
これまでも、これからも。

第100 回高田城址公園観桜会  開催記念
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日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
と
し
て
知

ら
れ
る
上
越
市
。
一
年
の
約
三
分
の

一
が
雪
に
覆
わ
れ
る
こ
の
ま
ち
に
暮

ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
、
春
を
迎
え

る
喜
び
は
格
別
で
す
。

　
そ
ん
な
春
の
代
名
詞
と
い
え
ば
、

市
内
各
地
で
咲
き
誇
る
「
桜
」。
中

で
も
、
上
野
恩お
ん
賜し

公
園
、
弘ひ
ろ
前さ
き
公
園

と
並
び
「
日
本
三
大
夜
桜
」
に
称
さ

れ
る
高
田
城
址
公
園
の
桜
は
、
衰
退
し

か
け
た
ま
ち
の
再
興
を
願
っ
て
行
動
を

起
こ
し
た
、
先
人
た
ち
に
そ
の
起
源
を

辿た
ど

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
間
も
な
く
始
ま
る
「
高
田
城
址
公

園
観
桜
会
」
は
今
年
、
記
念
す
べ
き

第
100
回
。
本
号
で
は
、
桜
に
ま
つ
わ

る
ま
ち
の
歴
史
や
公
園
の
桜
を
次
代

に
つ
な
ぐ
長
寿
命
化
の
取
り
組
み
、

「
お
越
し
に
な
る
人
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
で
観
桜
会
を
支
え
て
く
だ
さ

る
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
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（１）予備役・後備役・退役など現役を離れた軍人の組織。　（２）旧高田城二の丸に建てられた将校の集
会所で、現在の小林古径記念美術館の辺り。 　（３）高田城の本丸跡、現在の上越教育大学附属中学校一
帯。 　（４）現在の本町２、３丁目の辺り。

上越市公文書センター
吉川 主任

公文書センターが平成30年３月から４月にかけて高田
図書館で開催した所蔵資料出前展示「観桜会の起源と
これまでの歩み」の資料から、高田城址公園の桜にまつ
わるエピソードを紹介します。 市ホームページ

桜のいわれを記した「桜之碑」。
（市営陸上競技場入口）

提
出
し
た
」
と
、
当
時
の
高
田
新
聞
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
現
在
の
観

桜
会
に
つ
な
が
る
最
初
の
桜
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　
第
十
三
師
団
の
入
営
に
よ
っ
て
高
田

町
の
人
口
は
増
加
。
経
済
も
活
発
に
な

り
、
明
治
44
年
（
１
９
１
１
）
９
月
１

日
、
高
田
市
が
発
足
し
ま
し
た
。

師
団
の
桜
の
観
覧
許
可

　
桜
の
苗
木
が
植
え
ら
れ
て
か
ら
５
年

後
の
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
に
は
、

花
が
咲
き
そ
ろ
う
よ
う
に
な
り
、
同
６

年
に
は
師
団
に
よ
っ
て
偕か

い
こ
う
し
ゃ

行
社
の（

２
）庭

内

と
司
令
部
構
内（

３
）

が
開
放
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
以
降
、

一
般
市
民
も
中

に
入
っ
て
お
花

見
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
開

放
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
３
日
間
で
、
観

覧
時
間
も
午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
と
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

露
店
は
外
堀
よ
り
内
側
に
は
入
れ
な
い

な
ど
多
く
の
制
約
が
あ
り
、
当
時
の
高

田
日
報
は
「
普
通
の
お
花
見
気
分
を
味

わ
う
こ
と
は
絶
対
に
不
可
能
」
と
伝
え

て
い
ま
す
。

　
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
に
は
桜
の

公
開
が
４
日
間
に
延
長
さ
れ
、
偕
行
社

庭
内
で
の
露
店
の
営
業
も
許
可
さ
れ
る

な
ど
、
制
約
は
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

「
観
桜
会
」よ
り
も
先
に
始
ま
っ
た 

　
「
夜よ

桜ざ
く
ら

会
」

　
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
の
お
花
見

を
前
に
、
呉
服
町（

４
）の

有
志
が
偕
行
社
の

庭
内
と
榊さ

か
き

神
社
前
に
「
ア
ー
ク
灯
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
桜
の
公
開
期
間
は

こ
の
年
か
ら
10
日
間
に
な
り
、
ア
ー
ク

第
十
三
師
団
の
入
営
を
祝
し
て　
　
　

植
え
ら
れ
た
桜

　
江
戸
時
代
、
越
後
国
の
中
で
も
有
数

の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
高
田
は
、
明

治
政
府
に
よ
る
廃
藩
置
県
な
ど
を
経
て
、

政
治
・
経
済
の
中
心
地
と
し
て
の
地
位

を
失
っ
て
い
ま
し
た
。

　
高
田
町
は
、
町
勢
の
立
て
直
し
を
図

る
た
め
に
陸
軍
第
十
三
師
団
の
誘
致
に

乗
り
出
し
、
明
治
41
年
（
１
９
０
８
）

11
月
、
高
田
城
跡
へ
師
団
の
入
営
が
実

現
し
ま
す
。
高
田
連
隊
区
管
内
の
在
郷

軍
人
団（

１
）は

、
こ
れ
を
祝
し
て
管
内
の
在

郷
軍
人
団
体
に

寄
付
金
を
募
り
、

「
明
治
42
年
（
１

９
０
９
）
４
月

12
日
、
師
団
司

令
部
に
桜
の
苗

木
２
千
本
を
寄

付
す
る
願
書
を

上越の春の風物詩、
桜で紡

つ む

ぐ「上越今昔物語」。 観
桜
会
の
起ル

ー

ツ源
を
辿た

ど

る

Part１

■
問
合
せ
…
上
越
市
公
文
書
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
５・５
２
８・３
１
１
０
）
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▲▶大正末期〜昭和初期のものと思われる絵葉書からは、当時の観桜会の様子が伺える。
　　左／「偕行社内ノ夜桜」　右／「城址の桜」。右奥の建物が「偕行社」（いずれも公文書センター所蔵）

◀日本で最も多く使われた「ブラッシュ・アーク灯」。アーク灯は、放電現象を利用した初期の電灯。
　高田では明治40年（1907）に電力の供給が始まり、第十三師団の兵営地決定の一因にもなった。
　（写真提供：国立科学博物館。国立科学博物館地球館２階に常設展示。）

灯
が
灯
さ
れ
た
偕
行
社
庭
内
の
観
覧
時

間
も
、
午
前
０
時
ま
で
に
大
幅
に
延
長

さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
、
明
か
り
の
も

と
で
夜
桜
を
楽
し
む
「
夜
桜
会
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
軍
縮
の
機
運

な
ど
を
受
け
て
、
第
十
三
師
団
は
大
正

14
年
（
１
９
２
５
）
５
月
１
日
を
も
っ

て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
師
団
の
花
見
」が
最
後
と
な
る
こ
の
年
、

高
田
商
工
会
と
高
田
実
業
連
合
会
の
計

画
の
も
と
、「
司
令
部
通
り（

５
）」

か
ら
偕
行

社
ま
で
の
沿
道
と
偕
行
社
内
に
、
広
告

入
り
の「
ぼ
ん
ぼ
り
」が
灯
さ
れ
ま
し
た
。

「
観
桜
会
」の
始
ま
り

　
第
十
三
師
団
が
廃
止
さ
れ
た
翌
年
の

大
正
15
年
（
１
９
２
６
）、
現
在
ま
で

続
く
「
観
桜
会
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
の
主
催
団
体
は
高
田
商
工
会・

高
田
実
業
連
合
会
・
高
田
各
宗
教
連
合

会
で
す
。
第
十
三
師
団
に
代

わ
っ
て
入
営
し
た
歩
兵
第
十

五
旅
団
司
令
部
か
ら
は
、
従

来
と
同
様
に
司
令
部
構
内
と

偕
行
社
庭
内
が
開
放
さ
れ
、

民
謡
大
会
や
絵
画
展
、
農
具

展
覧
会
な
ど
多
彩
な
催
し
物

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
年
、
川
合
直な
お
次つ
ぐ
高
田

市
長
が
高
田
日
報
に
「
長
良
川
の
鵜う

飼か
い 

（
現
岐
阜
県
岐
阜
市
）、厳い

つ
く

島し
ま

の
灯と

う
ろ
う篭（

現

広
島
県
廿は

つ
か
い
ち

日
市
市
）
と
、
ま
ず
日
本
の

三
夜
景
と
称
し
て
よ
か
ろ
う
」
と
観
桜

会
の
感
想
を
寄
せ
、
こ
れ
以
降
、
市
民

の
間
で
「
日
本
三
夜
景
」
の
呼
び
名
が

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（

６
）。

　
そ
の
後
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
戦

局
悪
化
に
伴
い
、
昭
和
19
年
（
１
９
４

４
）
と
そ
の
翌
年
は
観
桜
会
が
中
止
さ

れ
ま
す
が
、終
戦
翌
年
の
昭
和
21
年（
１

９
４
６
）に
は
再
び
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

桜
の
名
所「
高
田
城
址
公
園
」へ

　

戦
後
間
も
な
い
昭
和
23
年
（
１
９
４

８
）
４
月
、「
心
と
ま
ち
を
美
し
く
磨
く
」

を
目
的
に
、
勤
労
青
年
有
志
20
名
余
り

に
よ
っ
て
「
高
田
を
美
し
く
す
る
会
」

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
が
桜
の
本

数
を
数
え
た
と
こ
ろ
、
１
２
０
０
本
ほ

ど
に
減
少
し
て
い
た
た
め
、寄
付
を
募
り
、

昭
和
25
年
（
１
９
５
０
）
か
ら
の
４
年

間
で
新
た
に
５
７
０
本
の
桜
を
植
え
る

と
と
も
に
、冬
囲
い
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

こ
の
会
の
活
動
は
、
そ
の
後
の
植
栽
と

保
全
活
動
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
期
に
桜
が
植
え
ら
れ
て
以
降
、

春
に
は
お
花
見
を
楽
し
む
場
所
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
た
高
田
城
跡
は
、
昭
和

25
年
11
月
に
「
高
田
公
園
」
と
な
り
、

29
年
２
月
に
は
県
指
定
史
跡
に
も
な
り

ま
し
た
。
昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）
４

月
29
日
に
は
上
越
市
が
発
足
。
９
年
後

の
55
年
（
１
９
８
０
）
に
は
、桜
が
「
市

の
木
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
５

年
（
１
９
９
３
）
に
は
高
田
城
三
重
櫓

が
、
14
年
（
２
０
０
２
）
に
は
極
楽
橋

が
復
元
さ
れ
、令
和
２
年
（
２
０
２
０
）

に
は
名
称
を
「
高
田
城
址
公
園
」
と
改

め
、
今
日
に
至
り
ま
す
。

（５）現在の本町３丁目三差路から上越大通り・大手町交差点までの区間。 　（６）現在の「日本三大
夜桜」が使われたのは、平成14年（2002）が最初。

昭和41年（1966）の観桜会。奥に見え
る建物は、平成19年に廃止された、三
角屋根が特徴的な厚生南会館。

昭和44年（1969）の観桜会。当時の高田公園に
は動物園があり、左手奥にケージが写っている。
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１）観桜会終了後、桜をぐるっと囲むように地面に
小さな穴を開け、肥料を入れていく。２）ソメイ
ヨシノ以外の桜には品種名が書かれた「名札」が
巻かれ、毎年交換している。 ３）夏は暑さ対策の
ため、器具を地中に差し込んで水やりも。 ４）秋
は落ち葉を集め、集めた落ち葉で堆肥作りを行う。

　「高田城址公園の桜を100年後に残そう！」
をスローガンに、平成26年度に発足した
のが、市と市民との協働の取り組み「桜プ
ロジェクトJ」です。毎年、桜が散った後
に行う肥料やり「お礼

れいごえ

肥」や落ち葉を使っ
た腐

ふ

葉
よう

土
ど

作りなど、季節ごとの桜の手入れ
を行っています。また、近年は地球温暖化の影響もあり、今まで以上に
木が弱っていることから、現状を踏まえて、夏の水やりなど、より桜に
寄り添った活動にも取り組んでいます。桜を守り、後世に伝えていくには、
まずは一人でも多くの市民の皆さんから桜とこの活動に興味・関心を持っ
ていただくことだと思っています。お気に入りの桜を見つけ、見守って
欲しいですし、春から一緒に活動してくださる方をお待ちしています。

 あなたも参加しませんか？

▶活動場所…高田城址公園内
▶対象…どなたでも（小学３年生以下は保護者同伴）
■問合せ…都市整備課（☎025-520-5766）

　令和７年度の活動日程は、決まり次第ホームページでお知らせします。
参加方法など詳しくは、市ホームページをご覧ください。

桜プロジェクトJリーダー
鈴木さん

 桜プロジェクトＪ 

桜プロジェクトJ

１

３

２

４

※令和７年度の団員を募集しています。詳しくは市ホー
　ムページをご覧ください。 令和６年度は、団員33名が桜の観察とお礼肥を実施。固い地面に苦戦

しながらも器具を使って穴を開けていき、35本の桜に栄養を補給。

■問合せ…都市整備課（☎025-520-5766）

 上越緑の少年団 

■問合せ…農林水産整備課（☎025-520-5759）

　市内の小学４〜６年生が参加し、緑や自然とのふれあい
を通じて自然を大切にすることを学び、豊かな心を育てる
ことを目的に活動する「上越緑の少年団」。例年、観桜会
終了後の４月に、環境保全団体「エコ・グリーン」の皆さ
んと一緒に桜の観察会とお礼肥を行っています。

上越緑の少年団

　ソメイヨシノの寿命は60年程度といわれており、高田城址公園には、すでに
その年数を超えていると考えられる桜もあります。そのため、市では公園の桜を

「桜の名所」にふさわしい良好な状態で管理すること、計画的な世代更新を実施
することを目的として、平成26年３月に「高田公園（城址公園）桜長寿命化計画」
を策定しました。この計画に基づき、「桜守」を配しての桜の日常管理や、市民
の皆さんと一緒に行う桜の保全活動・魅力発信などに取り組んでいます。今後も
市民の皆さんや専門家と連携しながら、桜の維持管理を進めていきます。

高田城址公園
桜長寿命化計画

市民の皆さんと一緒に
取り組み１

次の世代につなぐために
桜を守り、育てる
Part２
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桜長寿命化の取り組みには、 「高田城址公園の桜の保全、公園整備」を使途として
寄付いただいた「ふるさと納税」の件数と寄付額

【寄付者からの応援コメント】

も活用ふるさと納税の寄付金
　市では、ふるさと納税の使途の一つに「高
田城址公園の桜の保全、公園整備」を設け
ており、全国各地から寄付をお寄せいただ
いています。寄付金は、ここで紹介した「桜
プロジェクトＪ」や桜守の活動の財源とし
ても活用しています。

8 20
（百件） （百万円）

6 15

4 10

2 5

333333件件

5,689,780円
9,858,415円

16,651,960円

570570件件

731件

R4年度 R5年度 R6年度
（12月末時点）

ふるさと納税

上越市の皆さまが春の上越市の皆さまが春の
到来を喜べるように、桜到来を喜べるように、桜
の保全に寄付させていの保全に寄付させてい
ただきます。がんばれただきます。がんばれ
上越市！（福岡県から）上越市！（福岡県から）

上越市出身です。高田上越市出身です。高田
城址公園の桜並木が大城址公園の桜並木が大
好きです。きれいな夜好きです。きれいな夜
桜を、もっとたくさん桜を、もっとたくさん
の人に知ってもらいたの人に知ってもらいた
いです。（栃木県から）いです。（栃木県から）

■問合せ…ふるさと応援室（☎025-520-5625）

お
花
見
に
来
ら
れ
た
方
が

「
こ
こ
の
桜
す
ご
い
ね
！
」
と
話

し
て
い
る
の
を
聞
く
と
、
う
れ
し
く

て
う
れ
し
く
て
。
つ
い
つ
い
、そ
っ

と
近
づ
い
て
聞
き
耳
を
立
て

て
し
ま
い
ま
す
。

高
温
多
湿
な
夏
、重
た

い
雪
が
降
る
冬
な
ど
、こ
こ

上
越
の
気
候
風
土
に
合
っ
た
桜

の
管
理
方
法
を
見
出
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
「
手
入
れ
を
す
る
側
に
な
っ
て
、
き
れ
い
だ

な
と
眺
め
て
い
た
桜
が
実
は
こ
ん
な
に
も
腐
り
、

傷
ん
で
き
て
い
た
の
か
と
驚
き
ま
し
た
」
と
話

す
小
山
桜
守
。
桜
の
管
理
を
樹
木
医
に
教
わ
り
、

こ
れ
ま
で
桜
と
向
き
合
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、「
桜

を
腐
ら
せ
る
原
因
の
一
つ
は
『
腐ふ

朽き
ゅ
う

菌
』
と
い

う
菌
で
、人
間
に
例
え
る
と
進
行
性
の
『
が
ん
』

の
よ
う
な
も
の
で
す
」と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

放
っ
て
お
く
と
徐
々
に
進
行
し
、
最
後
は
枯
れ

て
し
ま
う
た
め
、傷
ん
だ
部
分
を
早
期
に
発
見
し
、

早
期
に
剪せ

ん
て
い定

を
行
う
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
「
桜
が
大
好
き
で
、
毎
年
の
お
花
見
が
生
き

が
い
で
す
」と
話
す
福
島
市
出
身
の
板
倉
桜
守
は
、

小
さ
い
頃
か
ら
家
族
で
楽
し
み
に
し
て
い
た
地

元
の
中
学
校
の
桜
が
、
今
で
は
見
る
影
も
な
く

な
る
ほ
ど
弱
っ
て
し
ま
っ
た
の
を
見
て
、
桜
守

の
仕
事
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
そ
う
。
そ
ん

な
折
、
上
越
市
で
の
桜
守
の
募
集
を
知
り
、「
高

田
城
址
公
園
の
桜
を
、
次
の
世
代
の
人
た
ち
か

ら
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
」
と
の
思
い

か
ら
、
昨
年
８
月
に
桜
守
に
。

　
今
後
に
つ
い
て
２
人
は
「
今
あ
る
桜
は
寿
命

を
延
ば
し
、
新
し
く
植
え
る
桜
に
も
し
っ
か
り

手
を
か
け
て
健
全
に
育
て
て
い
く
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
手
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
こ
の

二
つ
に
並
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と

話
し
、今
日
も
観
桜
会
に
向
け
作
業
を
進
め
ま
す
。

７年目のベテラン
小山桜守

福島出身の新人
板倉桜守

傷んだ枝をチェーンソーで剪定。 切った跡には殺菌剤を塗布。

秋に落葉し桜が咲くまでの間は傷んだ枝の剪定を行い、
桜の開花時期には、毎年決まった木・枝で花数の調
査を行います。観桜会が終わると木の一本一本に「お
礼肥」を行い、弱った桜の手当てをしたり夏には水
をあげたりと、１年を通じて桜の管理を行っています。

桜守の仕事って？

桜
の
守
り
人   

桜さ

く

ら

守も

り 
取
り
組
み
２
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会期中は北海道から九州まで、大勢
の方が日本各地からはるばる上越に来

てくださっています。近年は、海外か
らのお客様をご案内する機会も増えま

した。たくさんの人の手で守られてき
た桜ですので、私たちはガイドの活

動を通じてその魅力を伝え、次の
100年につなげられるよう、取

り組んでいきます。

観桜会での清掃活動は、今から
約40年前、クラブ会員の発意から、

社会奉仕の取り組みとして始まりまし
た。近年ではお花見のマナーも良く
なってきており、ごみは以前と比べ目
立たないようになってきています。こ
れからも公園をきれいな状態で保っ
ていくために、仲間と一

緒にこの活動を続
けていきたい

です。

高田東ロータリークラブ高田東ロータリークラブ
社会奉仕委員会副委員長社会奉仕委員会副委員長

海海
かいかい

瀬瀬
せせ

  ささんん

心を込めてご案内します

観光ボランティアガイド

きれいな公園を、より美しく
高田東ロータリークラブ

他団体の皆さんとも協力他団体の皆さんとも協力
して、清掃活動に取り組して、清掃活動に取り組
んでいます。んでいます。

「来てよかった」、「また来「来てよかった」、「また来
たい」と言ってもらえるよたい」と言ってもらえるよ
うに、桜の良さとまちの魅うに、桜の良さとまちの魅
力をお伝えしています。力をお伝えしています。

観桜会の会期中、私たちは高田スポーツセンター北側駐観桜会の会期中、私たちは高田スポーツセンター北側駐
車場内の詰め所にいます。ぜひ、お声がけください。車場内の詰め所にいます。ぜひ、お声がけください。

令和６年４月の活動での１枚。（左側は日本大学上越桜門会の皆さん）令和６年４月の活動での１枚。（左側は日本大学上越桜門会の皆さん）

案内看板で足を止め、案内看板で足を止め、
かつてここにお城がかつてここにお城が
あったことを説明。あったことを説明。

観光ボランティアガイドの皆さん。現在は約50人が登録しており、観光ボランティアガイドの皆さん。現在は約50人が登録しており、
今年も交代でガイドを行う。今年も交代でガイドを行う。

観光ボランティアガイド観光ボランティアガイド
神神
かんかん

戸戸
べべ

  ささんん

市民の取り組み

2025・３　広報 じょうえつ 8



地域の魅力発信と地域振興について学ぶ「総合学習」
で、現在の２年生全員で観桜会期間中にさまざまな
活動をしました。「来場者の皆さんがきれいな公
園で桜を見てもらえるように」と考え行った清掃 
活動では、予想以上にたくさんのごみが落ちて 
いたことに驚きました。公園内にごみがなくな
れば、桜もよりきれいに見えると思います。
たくさんの人から公園のきれいな桜を
見てもらいたいので、これからも

清掃活動を続けていくことが大
切だと感じました。

観桜会を盛り上げるために私たちに何ができ
るかをみんなで考え、公園内でパネルを使って

上越の魅力をお越しいただいた皆さんに紹介し
たり、スタンプラリーを行ったりしました。皆
さんが楽しんでいる姿を見て、「やってよかっ
た！」と達成感でいっぱいになりました。これ
からも自分たちにできることを続けて、いつ

までもみんなで桜を楽しめるようにしてい
きたいです。

　私たちの活動は、昭和46年頃、
公 園 に 街 路 灯 が 新 設 さ れ た こ と が
き っ か け で 始 ま り ま し た 。 「 夜 桜 を
見に来る皆さんに、きれいな街路灯の
もとで桜を楽しんでもらいたい」との
思いで毎年取り組んでいます。高田に
は、春の桜以外にも四季折々の魅力

がありますので、一年を通じて
たくさんの人から足を

運んでもらいたいで
すね。

上越市電設業協会 監事上越市電設業協会 監事
梨本 梨本 ささんん

Part３

今、私たちにできることを

上越教育大学附属中学校

きれいな街路灯でお迎え

上越市電設業協会

明るくきれいな公園で、明るくきれいな公園で、
夜桜を楽しんでもらいた夜桜を楽しんでもらいた
いです。いです。

お城と一緒に見る桜がお城と一緒に見る桜が
すごくすてきです。すごくすてきです。

私の “推し” スポット私の “推し” スポット

私の “推し” スポット私の “推し” スポット
南堀を歩きながら見る南堀を歩きながら見る
桜の景色が好きです。桜の景色が好きです。

◀︎来場者に桜の花びらの形の紙を配り、観◀︎来場者に桜の花びらの形の紙を配り、観
桜会への感想を書いてもらった後、メッ桜会への感想を書いてもらった後、メッ
セージボードに貼り付け、会場内に設置。セージボードに貼り付け、会場内に設置。

清掃活動に参加した２年生の皆さん。清掃活動に参加した２年生の皆さん。

◀︎▼２人１組になって、園内の街路灯52基を清掃。◀︎▼２人１組になって、園内の街路灯52基を清掃。

上越教育大学附属中学校 上越教育大学附属中学校 
川田 川田 ささんん小池 小池 さんさん

観桜会を支える

2025・３　広報 2025・３　広報 じょうえつじょうえつ9



ふるさと納税を活用した
クラウドファンディングを実施中！

  桜の名所は市内各地にも！
桜スポット巡りに出かけよう！

■問合せ…（公社）上越観光コンベンション協会（☎025-543-2777）
　　　　　観光振興課（☎025-520-5741）

会期中の主なイベント

◦第100回記念植樹
◦第100回特別ライトアップ（桜見本園ほか）
◦ミュージックスターマインの打ち上げ
◦オーレンプラザでの「さくらステージ」
◦芝生広場での各種イベント開催
◦オープントップバスの運行 など

市では４月13日㊐まで、第100回の節目
を祝い、歴史ある観桜会を未来につなげ
るために実施する「記念植樹」などの記
念事業を応援いただく「クラウドファン
ディング」を実施中です。お寄せいただ
く寄付金は、記念事業の運
営費に充てられます。
■問合せ…ふるさと応援室
　（☎025-520-5625）

「上越観光Navi」では、有名
な桜の名木からローカルなお
花見スポットまで、市内各地
の桜スポットを紹介していま
す。この春は、
桜スポット巡り
にお出かけくだ
さい。

※各イベントの詳細は、決まり次第「上越観光Navi」
でお知らせします。

高田城址公園観桜会第 回100100

期 日 規制時間 規制区間
３月27日㊍
〜４月15日㊋ 終　日 西堀通り（地図中の破線部）

３ 月28日 ㊎ 午後６時
　〜７時 大手町交差点〜極楽橋

桜 最 盛 期 の
土・日 曜 日

午前10時
〜午後９時

大手町交差点〜県振興局
前交差点、
高田駐屯地〜極楽橋

会場周辺で交通規制を実施します

陸上自衛隊陸上自衛隊
高田駐屯地高田駐屯地高田高校高田高校

高田図書館高田図書館

上越地域振興局上越地域振興局

高田城三重櫓高田城三重櫓

上
越
大
通
り

上
越
大
通
り高田郵便局高田郵便局

車両通行止め区間

※交通規制実施中、路線バスは迂
う

回
かい

運行します。
　詳しくは、各路線バス会社に問い合わせてください。

上越観光Navi

駐車場のご案内

◦会期中、公園内の駐車場（高田図書館駐車場を
含む）は利用できません。鉄道や路線バスなど
の公共交通機関を利用するか、周辺に開設する
臨時駐車場や有料の駐車場シェアサービス「軒
先パーキング（要予約）」を利用い
ただき、徒歩またはシャトルバス
でご来場ください。

◦会期中、会場周辺に空き駐車場・空き地をお持
ちの個人や法人を募集します。「軒先パーキング」
で土地を有効活用しませんか。

　■問合せ…㈱軒先
　　（☎03-6869-3003） 駐車場登録

駐車場予約

この春は

ふるさとチョイスGCF

市内の桜スポット
（上越観光Navi）

会場で、お待ちしています！

　※高田図書館は、会期中も通常どおり開館します。

　上越観光コンベンション協会、上越商工会議所の皆さん　上越観光コンベンション協会、上越商工会議所の皆さん

会
期３月 28日　 ▶４月13日金 日
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桜
は
今
年
も
、私
た
ち
の
思
い
を
乗
せ
て
艶
や
か
に
咲
き
誇
り
ま
す
。
　

未
来
に
つ
な
が
る
節
目
の
春
、　

ま
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
重
ね
、　

い
つ
の
時
代
も
、ま
ち
を
思
い
、桜
を
思
い
、支
え
る
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
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　東京駅まで約１時間50分、金沢駅まで
は乗り換えなしで約１時間、そして、令
和６年３月の敦賀駅延伸により、大阪駅
まで約３時間30分で結ばれるようになり
ました。

例えば、こんな時間に到着できます。
※令和７年２月25日現在

・上越妙高駅→東京駅

・上越妙高駅→大阪駅

６:37発 ７:02着 ８:29着
上越妙高 長野 東京

６:35発 ７:38着 ８:29着 10:03着

上越妙高 敦賀金沢 大阪

はくたか596号
※平日のみ運行

25分 １時間27分

51分１時間3分 １時間34分

はくたか
591号

つるぎ７号 特急サンダーバード
８号

かがやき500号

北陸新幹線を北陸新幹線を
ご利用ください！ご利用ください！

　令和７年３月14日、北陸新幹線「上越妙
高駅」は開業10周年を迎えます。平成27
年の開業以降、新幹線の乗降者数は毎年増
加し続け、平成30年度には約4,400人に達
しました。その後、コロナ禍の影響により、
令和２年度には約1,500人まで落ち込んだ
ものの、令和５年度には約4,000人にまで
回復しました。
　上越妙高駅は、開業以来多くの人たちに
利用され、今日では、市外から上越市へ訪
れた人たちの玄関口にもなっています。 0

1

2

3

4

5

R５R４R３R２R１H30H29H28H27

（千人）

コロナ禍の影響
による落ち込み

開業後の
水準に回復

上越妙高駅の乗降者数の推移（年度）
JR 東日本が公表する乗車人員を基に算出

約4,400人

約1,500人

約4,000人

北陸新幹線北陸新幹線
「上越妙高駅」開業「上越妙高駅」開業1010周年周年

特 集

JOETSU

AN
N

IV
ER

ARY YEAR
20

25
S

■問合せ…交通政策課（☎025-520-5632）
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10周年10周年
上越妙高駅開業上越妙高駅開業

北陸新幹線・えちごトキめき鉄道北陸新幹線・えちごトキめき鉄道

午前10時〜午後４時

上越妙高駅およびその周辺

NGT48×ETR

NGT48の
メンバーが来場！

ⓒFlora

「駅長用制帽」と「制服」を着用
して写真撮影ができます。

えちごトキめき鉄道開業10周
年記念商品・北越急行のオリジ
ナルグッズを販売します。

市内外の事業者によるグルメ、
物販・ハンドメイド雑貨などが
並びます。

そのほか、記念駅弁の販売や、佐渡の
物産販売、金塊つかみ体験や紅白も
ちなどのふるまいなどを行います。

※会場周辺の駐車場には限り
がありますので、公共交通機
関でお越しください。当日は

「こども乗車無料の日」とし、
小学生以下はえちごトキめき
鉄道の運賃が無料になります。

詳しくは

推し駅プロジェクト推し駅プロジェクト

eスポーツ体験
&ミニ大会

子ども駅長制服体験

オリジナルグッズ販売

フルサット市

トーク&クイズ

とき

ところ

主なイベント

３月15日土

記念イベント記念イベント

1

2

3

4

5

クラスメソッド株式会社クラスメソッド株式会社
植木植木さんさん

上越妙高駅西口で情報システム
関連の業務を行っています。近
年では、地元に就職する人を増
やしたいという思いから、市内
の専門学校での指導やプログラ
ミング教室の開催などIT人材の育
成にも取り組んでいます。「ここ 
に来ればコンピュー
ターについてなんで 
も分かる」駅周辺
をそんな場所にでき 
たらいいなと思って 
います。

　市では、上越妙高駅周辺地域を首都圏や北陸・関西地方を結ぶ玄関口と
して位置付け、ホテルや温浴施設、飲食・物販施設、レンタカーの営業所
など、駅利用者の利便性を高める環境整備のために、事業者の誘致活動に
取り組んでいます。現在、駅周辺の商業地区の約８割がすでに利用されて
います。コワーキング施設やオフィスビルが建設され、IT企業などの進出
が進んだことで、近年では中高生を対象としたプログラミング教室や
除雪機の遠隔操作実証実験が行われるなど、IT技術を活用したさまざまな
取り組みの拠点化が進んでいます。

上越妙高駅西口のコワーキングスペース
「フルサットアップス」

釡蓋遺跡公園にて行われた
除雪機の遠隔操作実証実験の様子

駅周辺地域の環境整備とIT技術活用の拠点化駅周辺地域の環境整備とIT技術活用の拠点化

市民の多様な働き方や学び方を支える新幹線市民の多様な働き方や学び方を支える新幹線

「定住促進奨学金」を活用し
て、富山大学に通っています。
通学には片道１時間ほど掛か
りますが、乗車中は趣味の読
書をするなど有意義に過ごし
ています。知らない土地で暮
らす不安や一人暮らしの不便
さに煩わされることな
く、住み慣れた土
地に暮らしながら 
学業に専念できて 
います。

　新幹線は市外、県外への観光や出張以外に、通勤・通学でも使われています。
令和５年度には上越妙高駅を乗車駅とする新幹線の定期券利用者が約170
人と過去最多になり、新幹線を利用した通勤・通学が定着してきたことが
伺えます。また、市では市外の大学・専門学校に通う学生を支援するため、
通学定期券の購入代金を奨学金として貸与する「上越市定住促進奨学金貸
付事業」を実施しています。これまでに延べ133人がこの奨学金を活用し、
市内に居住しながら、市外、県外の学校へ通っています。

上越市定住促進奨学金

●市内に居住する30歳未満
●市外の大学や専門学校などに在学
●公共交通機関の通学定期券を利用

対象

貸付金
月額最大６万円
※�定住促進奨学金返還期間中

に市内に居住しながら就業
している場合、返還額の3
分の２相当額を免除

詳しくは

富山大学２年富山大学２年
佐藤佐藤さんさん

新幹線の利用者に聞きました

駅前進出したIT企業の社員に聞きました

問合せ・・・多文化共生課（☎025-520-5674）

33ページも合わせてご覧ください。
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 ３月から市民課、南・北出張所の窓口開設時間を午後６時まで延長します

■問合せ…市民課（☎025-520-5685）

○期間：３月３日㊊～11月28日㊎　　○窓口延長時間：午後５時15分～午後６時

　３月から４月は、引っ越しなどの手続きで窓口が大変混み合います。手続きには、待ち時間を
除き平均30分程度かかりますので、余裕を持ってお越しください。
　市ホームページで、市民課窓口の呼び出し状況をリアルタイムで確認できます。
※‌�進学や就職などで引っ越しする人（住所を異動する人）は、住民基本台帳法に基づき、転出・
転入の手続きが必要です。忘れずに届け出てください。

転出・転入手続きはお早めに

市民課窓口の
順番待ち情報

　マイナンバーカードにより、手続きがより便利になりました。ぜひご利用ください。

手続き 郵送での請求
（市民課へ問合せ）

マイナンバーカード
（各自で手続き）

①転出届 〇 〇※
（マイナポータルを通じてオンラインで届け出可能）

②戸籍謄本・抄本、住民票の写し、
　印鑑登録証明書、所得・課税証明書 〇 〇

（コンビニエンスストアなどで取得可能）
③除籍謄本・抄本など 〇 ×
※転入先市区町村の窓口で、転入届などの手続きが別途必要です。
※�国民健康保険に加入している人が、修学のため転出する場合は別途手続きが必要です。国保年金課（☎025-520-

5714）へ問い合わせてください。

 窓口に行かずにできる手続きをご活用ください

転　出 転入・転居
●受付時間　月～金曜日（祝日を除く）の午前８時30分～午後５時15分
　※ただし、３月30日㊐と４月６日㊐は、臨時窓口を開設します（詳しくは左ページ）。
●手続き場所　市民課、各総合事務所、南・北出張所
●持ち物　本人確認できるもの（マイナンバーカード、運転免許証、在留カードなど）
　※マイナンバーカードや住民基本台帳カードを持っている人は必ず持参してください。
●手続きする時期
　異動予定日のおおむね２週間前から異動予定日まで
●転出の手続き
・転出時は、住民異動届が必要です。
・‌�届け出により転出証明書を発行しますので、転出先の市区町村へ提出し、
転入手続きをしてください。

●手続きする時期
　新しい住所地に住んでから
２週間以内
　※‌�新しい住所地に住む前は
手続きできません。

●その他の手続き
　該当する制度やサービスなどを利用している人は、手続きしてください（詳しくは左ページ）。
●ガス水道の使用開始・中止の申し込み
・‌�引っ越しの日が決まり次第、ガス水道局ホームページの「開閉栓受付システム」から早
めに申し込んでください。事前申し込みした場合は、日曜日や祝日も作業を行います。
「開閉栓受付システム」をご利用いただけない場合は、ガス水道局料金センター（☎025-
522-7030）にご連絡ください。

ガス水道局
ホームページ

 窓口に来庁される場合の手続き

※住民異動届（転入、転出、転居など）、印鑑登録、マイナンバーカードに係る手続きは午後５時15分まで。
※戸籍に関する届け出（出生、死亡、婚姻など）は時間外受付で手続きしてください。
　▶問合せ…市民課（☎025-520-5685）、南出張所（☎025-525-4151）、北出張所（☎025-544-2111）

取扱業務

 ・戸籍謄・抄本、身分証明書、住民票の写し、戸籍附票の写し、印鑑登録証明書の交付
　※戸籍、住民票の写しは広域交付を除く。
・一般旅券（パスポート）の交付（市民課のみ）
・所得・資産・納税証明書の交付、市民税などの納付受け付け（南・北出張所のみ） 窓口開設時間

の延長

３月のトピックス

詳しくは
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○開設時間：午前８時30分～午後５時15分

場所 手続きができる届け出など 開設窓口 問合せ

市
役
所
木
田
第
一
庁
舎
（
※
）

１
階

住民異動届（転出、転入、転居など）
　※他市町村への照会が必要な場合や、転出証明書を持参しない特例
　　転入は手続きができない場合があります。

市民課

☎025-520-5685
戸籍謄・抄本（除籍、原戸籍を含む）､ 住民票の写し、印鑑登録
証明書などの交付、印鑑登録 ※戸籍、住民票の写しは広域交付を除く。

戸籍に関する届け出（出生、死亡、婚姻など） ☎025-520-5686

マイナンバーカード、電子証明書に関すること ☎025-520-5826

一般旅券（パスポート）の交付（受け取り）
　※‌�申請はできません。受け取りの際は事前に収入印紙と金融機関に

て支払い済みの納付済証またはキャッシュレス決済手段をご準備
ください。

パスポートセンター
（市民課内） ☎025-520-5687

ごみの分別方法の相談や分別ガイド、収集カレンダーの配布 市
民
課
ロ
ビ
ー

生活環境課 ☎025-526-5111
※問合せは平日のみし尿くみ取りに関する相談、届け出（新規、廃止）

国民健康保険の各種申請、相談

国保年金課

☎025-520-5714

国民年金の加入届、免除申請、学生納付特例申請、相談 ☎025-520-5716

後期高齢者医療制度、老人医療費助成制度の各種申請、相談 ☎025-520-5717

障害者福祉に関する各種申請、相談
　※申請、相談の内容により、即日対応ができない場合があります。 福祉課 ☎025-520-5695

介護保険の各種申請
高齢者支援課

☎025-520-5705
☎025-520-5706

高齢者福祉サービスの相談 ☎025-520-5707

児童手当、児童扶養手当、ひとり親家庭等医療費助成、
子ども医療費助成、妊産婦医療費助成の各種申請、相談 こども家庭センター

※�４月６日㊐は２階
で開設します。

☎025-520-5726

乳幼児健診・児童に係る予防接種の相談、母子健康手帳の交付 ☎025-520-5843

２
階

所得、資産、納税証明書の発行 税務課 ☎025-520-5649

市税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、保育料、
市営・県営住宅（駐車場）使用料の納付受け付け 収納課 ☎025-520-5654

保育園、認定こども園の入園相談  ※３月30日㊐のみ開設します。 幼児保育課 ☎025-520-5720
ガ　ス
水道局 転居に伴うガス・水道の開閉栓手続き、料金の納付受け付け 料金センター ☎025-522-7030

３月30日㊐・４月６日㊐にも手続きできます

※各総合事務所でも、市役所木田第一庁舎と同様の業務（パスポートの交付を除く）を行います。
　各総合事務所の問合せ先はP18上部に記載しています。
　‌�また、南出張所（☎025-525-4151）、北出張所（☎025-544-2111）の窓口も開設しますが、一部行っ
ていない業務がありますので、事前に問い合わせてください。

臨時窓口を開設
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カメラスケッチ

市政　 ピックストト

ゆきみらい2025 in 上越　１/30、31

　冬季における柏崎市などでの震度６強の地震発
生と、地震に起因する柏崎刈羽原子力発電所での
重大事故発生を想定した訓練が行われました。
　当市では、大島区田麦地内において「地震に伴
う雪崩により、孤立地域が発生した」との想定の
もと、陸上自衛隊による道路除雪が行われました。

また、原発から５〜30km圏内の避難準備区域
（UPZ）内の地区住民約30人が、安定ヨウ素剤の
緊急配布訓練や陸上自衛隊の高機動車による搬送
訓練などに参加し、万が一に備え、事故が発生し
た場合の対応について確認しました。

新潟県原子力防災訓練　１/25

　雪国の歴史・文化の継承、克雪・利雪に関する新
技術、産業振興や地域活性化など、雪に関する幅
広いテーマで情報発信することを目的に、北海道、
東北、北陸地方の各都市で毎年持ち回りで開催さ
れている「ゆきみらい」が、リージョンプラザ上越
で開催されました。シンポジウムでは、元アルペ
ンスキー日本代表の皆川賢太郎さんによる講演や、

「未来を紡ぐ雪国文化」をテーマにパネルディスカッ
ションが行われたほか、雪に関する最新技術や情
報の展示、除雪機械の展示・実演も行われました。

上越地域米「未来へつなぐ食と農」連絡会 発足式　１/23
　上越地域における安全・安心で高品質な米の安定
的な供給と持続可能な農業の実現、生産者の所得向
上などを目指し、ＪAえちご上越と上越地域の３市、
県振興局などが連携する連絡会の発足式が開催され
ました。式にはＪAえちご上越の羽深経営管理委員
会会長と３市の市長が出席し、「上越地域が食味の優
れた高品質米の産地であることを広く県内外に発信
し、上越地域米の認知度向上と取引先や消費者から
の信頼と共感の獲得、生産者の意欲向上につなげる
ためにこれまで以上に連携・協力し取り組んでいく
こと」を盛り込んだ共同宣言に署名しました。
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カメラスケッチ

元の皆さんによる飲食の販売のほか、ジュー
スなどの早飲み・ラーメンの早食い競争や

雪上相撲なども行われました。フィナーレには花
火が打ち上げられ、大いににぎわいました。

２月９日㊐　パークみよし野（板倉区猿供養寺)

寺野遊雪まつり

内の高校生による、上越市の魅力を伝える
映像作品のコンテストを開催しました。

最優秀賞に選ばれた作品は、３月の１カ月間、
TeNYテレビ新潟でテレビCMとして放映されます。

市
２月２日㊐　オーレンプラザ

２月１日㊏　大潟コミュニティプラザ

上越市PR映像コンテスト

佐渡金山世界遺産登録記念 歴史講演会

ねを持った３人が臼を囲み、一気に餅をつ
きあげる「３人づき」で行われた餅つき。

会場からは「よいしょ！」、「頑張れ！」とかけ声
も上がり、迫力ある餅つきとなりました。

き

地

妹・友好都市の宮古島市から児童４人が来
越し、５年振りとなる冬季交流を実施しま

した。板倉小児童との交流や中村十作記念館の見
学のほか、雪遊びやそば打ちなどで楽しみました。

姉

国街道潟町宿の歴史と果たした役割」をテー
マに、歴史講演会が開催されました。参加

者は当時の大潟区の様子や暮らしていた人々に思
いをはせながら、講演に聞き入っていました。

「北
１月19日㊐　花立温泉ろばた館（名立区西蒲生田）

ろばた館 新春もちつきと里神楽

２月６日㊍〜９日㊐　板倉コミュニティプラザほか

沖縄県宮古島市・城
ぐす

辺
くべ

地区との交流

市内各地で開催された
イベントや出来事をお届けします
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「広報上越」へのご意見や感想をお寄せください
広報対話課
☎ 025-520-5614　 
FAX 025-526-6112

 koho-joetsu@city.joetsu.lg.jpアンケート
フォーム

安塚区 ☎ 025-592-2003 柿崎区 ☎ 025-536-2211
浦川原区 ☎ 025-599-2301 大潟区 ☎ 025-534-2111
大島区 ☎ 025-594-3101 頸城区 ☎ 025-530-2311
牧　区 ☎ 025-533-5141 吉川区 ☎ 025-548-2311
中郷区 ☎ 0255-74-2411 名立区 ☎ 025-537-2121
板倉区 ☎ 0255-78-2141 南出張所 ☎ 025-525-4151
清里区 ☎ 025-528-3111 北出張所 ☎ 025-544-2111
三和区 ☎ 025-532-2323

	 1日	 午後6時35分頃
	 15日	 午後0時45分頃
 定期的な電池交換と受信状況の確認を！

「防災ラジオ」の試験放送 問  危機管理課（☎025-520-5665）

FM
76.1MHz

毎月

広報上越専用ページ

問 パソコンやスマートフォ
ンから、市への申請・
届け出などができます

電子申請システム

時  日時、期間	 所  場所
対  対象（表記無し：どなたでも）	 定  定員
費  費用（表記無し：無料）	 講  講師
申  申し込み（表記無し：不要）	 問  問合せ
他  その他

記号の見方	

上越市役所 〒943-8601 上越市木田1-1-3 ☎025-526-5111（代表）
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を
送
付
済
み
で
す
。

　
な
お
、
令
和
６
年
１
月
２
日
以

降
に
転
入
し
た
人
を
含
む
世
帯
な

ど
、
市
で
課
税
状
況
を
判
定
で
き

な
か
っ
た
世
帯
は
申
請
が
必
要
で

す
の
で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
額

○
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
１
世
帯
当
た
り
３
万
５
千
円（
う

ち
、灯
油
購
入
費
助
成
金
５
千
円
）

※�

18
歳
以
下
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
場
合
、
対
象
児
童
１
人
当

た
り
２
万
円
を
加
算
。

○
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
と
な

る
世
帯

　
１
世
帯
当
た
り
１
万
５
千
円

※�

18
歳
以
下
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
場
合
、
対
象
児
童
１
人
当

た
り
１
万
円
を
加
算
。

申
問
５
月
31
日
㊏
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
郵
送
で
生
活
援
護
課
（
☎

０
２
５
・
５
２
０
・
５
８
４
６
）

「
直
江
津
小
学
校
の
児
童
が
考
え
た

シ
ャ
ー
ク
カ
レ
ー
」が
誕
生
し
ま
し
た

　
令
和
２

年
に
市
と

㈱
良
品
計

画
の
間
で

締
結
し
た

「
地
域
活
性
化
包
括
連
携
協
定
」

に
基
づ
く
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
直
江
津
小
学
校
と
「
無
印
良

品 

直
江
津
」
が
連
携
し
、
上
越
・

直
江
津
の
サ
メ
食
文
化
を
取
り
入

れ
た
「
シ
ャ
ー
ク
カ
レ
ー
」
を
開

発
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
か
ら

生
ま
れ
た
、
サ
メ
の
身
を
使
用
し

た
具
だ
く
さ
ん
で
食
べ
応
え
の
あ

る
和
風
味
の
カ
レ
ー
で
、
隠
し
味

に
は
市
内
で
作
ら
れ
た
米
み
そ
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
カ
レ
ー
は
、
無
印
良
品
12

店
舗
（
新
潟
県
、
長
野
県
、
東
京

都
）、
銀
座
・
新
潟
情
報
館
Ｔ
Ｈ

Ｅ 

Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
総
合
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
２
６
）

お
知
ら
せ

市内の交通事故・犯罪発生件数
 問合せ…市民安全課（☎025-520-5661）

●交通事故件数
１月１日〜12月末日の状況１月１日〜12月末日の状況

発生件数 199件（＋13）

死者数 ５人（±０）

負傷者数 228人（＋14）

●犯罪発生件数
１月１日〜12月末日の状況１月１日〜12月末日の状況

刑法犯罪認知件数 694件（−40）

うち窃盗犯 435件（−10）

盗難防止の合言葉 “みんなで鍵かけ”
※�いずれも暫定値で、（　）内は前年比※�いずれも暫定値で、（　）内は前年比

SNSを利用した投資
詐欺に注意。SNSで
知り合った相手から
投資話（もうけ話）
を持ちかけられたら
詐欺を疑いましょう。

納期限 ３月17日月
● 申告所得税
納期限 ３月31日月
● 国民健康保険税� ����（第９期）
● 後期高齢者医療保険料� �（第９期）
● 介護保険料� ������（第12期）
● 国民年金保険料� ����（２月分）

税・保険料の納期限
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剪せ
ん

定て
い

枝
は
町
内
の
集
積
所
へ

　
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
剪

定
枝
を
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持

ち
込
む
人
が
増
え
、
受
け
付
け
や

荷
下
ろ
し
場
所
が
混
み
合
い
ま
す
。

で
き
る
限
り
、
町
内
の
ご
み
集
積

所
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込

む
場
合

・�

積
荷
を
固
定
し
、
荷
台
に
シ
ー

ト
を
掛
け
る
な
ど
、
道
路
上
へ

の
枝
木
の
落
下
、
飛
散
防
止
を

確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・�

大
き
さ
制
限
＝
長
さ
３
メ
ー
ト

ル
以
下
、
直
径
20
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
下
。

●
集
積
所
に
出
す
場
合

・�

長
さ
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
、

直
径
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下

に
し
て
、
ひ
も
で
束
ね
る
か
、

透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

剪
定
枝
は
、
指
定
ご
み
袋
の
使

用
や
指
定
シ
ー
ル
の
貼
付
は
不

要
で
す
が
、
冬
囲
い
な
ど
で
使

用
し
た
木
や
竹
を
出
す
場
合
に

は
必
要
で
す
。

問
生
活
環
境
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
６
・
５
１
１

１
、
内
線
４
１

２
２
、
４
１
２

３
）

パ
ス
ポ
ー
ト
が
変
わ
り
ま
す

　
安
全
性
、
利

便
性
の
向
上
の

た
め
、
３
月
24

日
㊊
申
請
分
か

ら
、パ
ス
ポ
ー
ト
が
変
わ
り
ま
す
。

●
新
し
い
パ
ス
ポ
ー
ト

　
偽
造
・
変
造
対
策
の
強
化
の
た

め
、顔
写
真
ペ
ー
ジ
が
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
基
材
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
パ

ス
ポ
ー
ト
の
作
成
場
所
も
県
か
ら

国
立
印
刷
局
に
変
わ
り
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
申
請
か
ら
受
け
取
り

ま
で
の
期
間
が
約
10
日
か
ら
約
２

週
間
に
延
び
ま
す
の
で
、
早
め
の

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
電
子
申
請
の
拡
大

　
新
し
い
パ
ス
ポ
ー
ト
へ
の
切
り

替
え
申
請
に
加
え
、
新
規
申
請
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た

電
子
申
請
の
対
象
と
な
り
、
戸
籍

謄
本
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
電
子
申
請
は
受
け
取
り
時

の
１
回
の
み
の
来
庁
で
済
む
の
で
、

大
変
便
利
で
す
。

●
手
数
料
の
変
更

　
窓
口
で
の
申
請
と
電
子
申
請
で

パ
ス
ポ
ー
ト
の
手
数
料
が
区
分
さ

れ
ま
す
。

問
市
民
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
６
８
７
）

令
和
７
年
度
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）減
免
申
請

対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
軽

自
動
車

①
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳

Ａ
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
を
持
つ
人
が
所
有
す
る
軽
自

動
車　
※
障
害
の
程
度
に
よ
り
制

限
あ
り
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
人

が
18
歳
未
満
の
場
合
、
生
計
を
同

一
に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
も
対
象

②
障
害
の
あ
る
人
の
利
用
の
た
め

に
、
特
別
な
装
置
（
車
い
す
昇
降

装
置
な
ど
）
を
装
着
す
る
構
造
変

更
車
※
８
ナ
ン
バ
ー
で
、
車
検
証

に
車
い
す
移
動
車
な
ど
の
記
載
が

あ
る
車
両
が
対
象

③
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
、
専
ら

障
害
の
あ
る
人
の
通
院
・
通
所
に

使
用
し
て
い

る
軽
自
動
車

申
問
３
月
26

日
㊌
～
５
月

26
日
㊊
の
間

に
税
務
課

（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５

６
４
９
）
ま

た
は
各
総
合

事
務
所
、南・

北
出
張
所

軽
自
動
車（
小
型
二
輪
車
）継
続
検
査
の

申
請
手
続
き
に
お
い
て
、納
税
証
明
書

の
提
示
を
省
略
で
き
ま
す

　
小
型
二
輪

車
の
軽
自
動

車
税
種
別
割

（
以
下
、
軽

自
動
車
税
）

の
納
付
状
況

が
、
電
子
シ

ス
テ
ム
上
で
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
か
ら
、
継
続
検
査
の
申

請
手
続
き
の
際
に
必
要
な
納
税
証

明
書
の
提
示
が
、
４
月
か
ら
原
則

不
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
口
座
振
替

で
軽
自
動
車
税
を
納
付
し
た
人
に

送
付
し
て
い
た
納
税
証
明
書
は
、

令
和
７
年
度
分
か
ら
送
付
し
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
小
型
二
輪
車
以
外
の
軽

自
動
車
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

１
月
か
ら
電
子
シ
ス
テ
ム
上
で
納

付
状
況
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度

分
の
納
税
証
明
書
か
ら
送
付
を
取

り
止
め
、
継
続
検
査
の
申
請
手
続

き
の
際
の
提
示
を
原
則
不
要
と
し

て
い
ま
す
。

他
納
付
か
ら
継
続
検
査
ま
で
期
間

が
短
い
な
ど
電
子
的
に
確
認
出
来

な
い
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
納
税

証
明
書
の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
（
交

付
を
希
望
す
る
場
合
は
税
務
課
窓

口
、
各
総
合
事
務
所
、
南
・
北
出

張
所
に
て
交
付
し
ま
す
）　
問
収

納
課
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・
５

６
５
４
）、
税

務
課　
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
６
４
９
）

不
動
産
公
売
を
行
い
ま
す

　
物
件
所
在
地
の
情
報
な
ど
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
公
売
物
件

○
所
在
地
＝
大
貫
三
丁
目
２
２
４

３
番　
○
地
目
＝
畑　
○
面
積
３

５
０
・
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

時
入
札
日
時
＝
４
月
10
日
㊍
午
後

１
時
30
分
～
２
時
（
受
け
付
け
＝

午
後
１
時
～
）　
所
入
札
会
場
＝

市
役
所
木
田
第
一
庁
舎
３
階
３
０

１
会
議
室　
他
公
売
保
証
金
＝
10

万
円
、
最
低
入

札
価
格
＝
95
万

円
、
買
受
代
金

納
付
期
限
＝
５

月
１
日
㊍
午
後

２
時　
問
収
納

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
６

５
６
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは
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路
線
バ
ス
な
ど
の 

運
賃
改
定
が
行
わ
れ
ま
す

　
少
子
化
や
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
利

用
者
数
の
減
少
、
物
価
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、

路
線
バ
ス
な
ど
の
安
定
運
行
が
困

難
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
民
の
移
動
手
段
を
維
持
・

確
保
す
る
た
め
、
運
行
事
業
者
各

社
お
よ
び
市
営
バ
ス
の
運
賃
の
値

上
げ
を
実
施
し
ま
す
。

●
改
定
後
の
運
賃
額

　
詳
し
く
は
市
ま
た
は
運
行
事
業

者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
路
線
バ
ス
＝
初
乗
り
１
９
０
円

（
小
児
１
０
０
円
）で
平
均
15
パ
ー

セ
ン
ト
値
上
げ　

○
予
約
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
市
営
バ
ス
、

頸
城
区
の
あ
や
め
バ
ス
＝
１
乗
車

３
０
０
円
（
高
校
生
以
下
は
値
上

げ
な
し
）

時
民
営
バ
ス
な
ど
の
運
賃
改
定
日

＝
3
月
1
日
㊏
、
市
営
バ
ス
の
運

賃
改
定
日
＝
4
月
1
日
㊋　
他
改�

定
日
前
に
購
入
し
た
定
期
券
や
回

数
券
な
ど
は
そ
の
ま
ま
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す　
問
交
通
政
策
課（
☎

０
２
５
・
５
２

０
・
５
６
３

３
）、
各
運
行

事
業
者

Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
ご
注
意
を

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５

（
微
小
粒
子
状

物
質
）
は
、
粒

径
が
と
て
も
小

さ
い
こ
と
か
ら

肺
の
奥
ま
で
入
り
や
す
く
、
呼
吸

器
系
や
循
環
器
系
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
濃
度
が
高
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
き
、
県
は

注
意
喚
起
情
報
を
発
表
し
、
市
で

は
防
災
行
政
無
線
、防
災
ラ
ジ
オ
、

安
全
メ
ー
ル
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
発
表

の
有
無
は
電
話
（
☎
０
２
５
・
２

８
０
・
５
１
０
４
）
で
確
認
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
注
意
喚
起
情
報
が
発
表
さ
れ
た

と
き

・�

屋
外
で
の
活
動
や
外
出
を
で
き

る
だ
け
減
ら
す
。
外
出
す
る
際

は
、
微
粒
子
の
捕
集
効
果
の
高

い
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

・�

換
気
や
窓
の
開
閉
を
必
要
最
小

限
に
す
る
。

・�

呼
吸
器
疾
患
や
循
環
器
疾
患
の

あ
る
人
、
小
さ
な
子
ど
も
や
高

齢
者
は
影
響
を
受
け
や
す
い
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

慎
重
に
行
動
す
る
。

問
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

道
路
に
工
作
物
や
乗
り
入
れ
口
を

設
け
る
場
合
は
申
請
を

　
道
路
へ
の
工

事
用
の
足
場
の

設
置
、
歩
道
の

縁
石
の
撤
去
、

側
溝
に
蓋
を
か

け
る
な
ど
し
て

乗
り
入
れ
口
を
設
け
る
な
ど
の
工

事
を
行
う
際
は
、
事
前
に
道
路
管

理
者
の
許
可
が
必
要
で
す
。
申
請

後
、
許
可
書
が
発
行
さ
れ
る
ま
で

２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
問
道
路
課（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
７
６
９
）、
各
総
合
事
務
所

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
に 

ご
協
力
を

　
建
設
事
業
で
は
、
建
設
リ
サ
イ

ク
ル
法
に
基
づ
き
、
再
生
資
材
と

し
て
利
用
で
き
る
特
定
の
建
設
廃

棄
物
の
「
分
別
解
体
」
と
「
リ
サ

イ
ク
ル
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
一
般
家
屋
の
解
体
な
ど
の
際
に

は
、
業
者
に
適
正
な
分
別
解
体
・

再
資
源
化
を
促
す
な
ど
、
建
設
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
建
築
住
宅
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
７
８
３
）

市
内
の
空
間
線
量
率
観
測
結
果 

～
１
月
も
通
常
の
範
囲
内
で
し
た
～

　
毎
日
午
前
９

時
に
、
上
越
地

域
消
防
事
務
組

合
管
内
の
各
消

防
署
に
お
い
て
、

地
上
１
メ
ー
ト

ル
で
測
定
し
た

値
（
月
間
の
平
均
値
、
最
小
値
、

最
大
値
）
は
、
い
ず
れ
も
通
常
の

値
で
あ
る
毎
時
０・０
１
６
～
０・

１
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
範

囲
内
で
し
た
。

問
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

４
月
１
日
か
ら
Ｊ
Ｒ
旅
客
運
賃
の 

精
神
障
害
者
割
引
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す

●
割
引
の
対
象
と
な
る
人

　
当
市
で
交
付
し

た
精
神
障
害
者
手

帳
の
「
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
等
旅
客

運
賃
減
額
欄
」
に

「
第
１
種
」
ま
た

は
「
第
２
種
」
の

記
載
が
あ
る
手
帳

を
お
持
ち
の
人
。

※
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
手
帳
、

顔
写
真
が
貼
付
さ
れ
て
い
な
い
手

帳
は
割
引
適
用
外

●「
第
１
種
」「
第
２
種
」
の
記
載

を
希
望
す
る
人

　
３
月
３
日
㊊
以
降
に
、福
祉
課
、

各
総
合
事
務
所
、
福
祉
交
流
プ
ラ

ザ
の
い
ず
れ
か
に
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
６
９
５
）

高
齢
者
に
よ
る 

趣
味
の
作
品
展
示

　
市
民
の
趣
味
活
動
や
創
作
活
動

の
発
表
の
場
と
し
て
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
展
示
場
所
お
よ
び
時
間

時
所
○
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
（
寺
町

２
）
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
９

時　
○
市
民
い
こ
い
の
家
（
石
橋

１
）
＝
午
前
９
時
～
午
後
６
時　

○
雁
木
通
り
プ
ラ
ザ
（
本
町
３
）

＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
10
時

●
展
示
作
品
を
随
時
募
集

　

各
施
設
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
展
示
す
る
作
品

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
市
内
で
活
動
す
る
個
人
・
団
体　

申
問
展
示
希
望

日
の
２
週
間
前

ま
で
に
高
齢
者

支
援
課
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
７
０
８
）

詳しくは

詳しくは

PM2.5
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計
画
案
の
縦
覧

　
縦
覧
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
書

（
任
意
様
式
）
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

所
農
政
課
ま
た
は
各
総
合
事
務
所　

問
農
政
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
７
４
９
）

●
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進

に
関
す
る
計
画
（
地
域
計
画
）

の
案

時
縦
覧
期
間
＝

３
月
６
日
㊍
～

19
日
㊌

●
上
越
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
変
更
案

時
縦
覧
期
間
＝

３
月
中
旬
～
４

月
中
旬

～
直
江
津
か
ら
佐
渡
島
へ
～ 

小
木
直
江
津
航
路
の
運
航
が
再
開
し
ま
す

　
３
月
29

日
㊏
か
ら

11
月
24
日

㊊
・
振
ま

で
直
江
津

港
と
小
木

港
を
結
ぶ

カ
ー
フ
ェ

リ
ー
が
運
航
し
ま
す
。

　
友
好
港
湾
都
市
で
あ
る
佐
渡
市

は
、
令
和
６
年
７
月
に
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
が
決
定
し
た
「
佐
渡

島
（
さ
ど
）
の
金
山
」
や
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

さ
れ
て
い
る
「
宿
根
木
」
や
「
小

木
町
」
な
ど
、
魅
力
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
直
江
津
か
ら
佐
渡
へ
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
佐
渡
汽
船
直
江
津
総
合
案
内
所

（
☎
０
２
５・

５
４
４
・
１

２
３
４
）

ろ
ば
た
館
の
温
浴
と 

食
堂
を
休
止
し
ま
す

　
設
備
が
老

朽
化
し
、
多

額
の
公
費
負

担
が
発
生
し

て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、

３
月
30
日
㊐

を
も
っ
て
、
施
設
の
温
浴
と
食
堂

を
休
止
し
ま
す
。

　
購
入
し
た
入
浴
回
数
券
は
、
３

月
30
日
㊐
ま
で
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。
払
い
戻
し
は
し
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
温
浴
と
食
堂
の
休
止
後
は
、
地

域
の
交
流
の
場
と
し
て
活
用
す
る

た
め
、
一
部
改
修
工
事
を
行
う
予

定
で
す
。

　
な
お
、
会
議
室
な
ど
の
貸
館
は

４
月
以
降
も
継
続
し
ま
す
の
で
、

利
用
さ
れ
る
場
合
は
農
村
振
興
課

ま
た
は
名
立
区
総
合
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
農
村
振
興
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
７
５
２
）、
名
立
区
総

合
事
務
所
（
☎
０
２
５・５
３
７・

２
１
２
１
）

３
月
17
日
㊊
に
金
谷
地
区
公
民
館

が
移
転
オ
ー
プ
ン

　

金
谷
地
区
公
民
館
が
山
麓
線�

沿
い
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン 

ヨ
ー
デ
ル

金
谷
」
の
南
側
に
移
転
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
地
域
の
学
び
・
憩
い
・

交
流
の
場
と
し
て
、
ど
な
た
で
も

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

現
在
の
金
谷
地
区
公
民
館
（
寺
町

２
）
は
２
月
28
日
㊎
を
も
っ
て
閉

館
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

所
金
谷
地
区
公
民
館
（
大
貫
２
）　

時
開
館
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～

午
後
10
時
、
休
館
＝
12
月
29
日
㊊

～
令
和
８
年
１
月
３
日
㊏　
他
貸

館
施
設
＝
集
会
室
、
和
室
、
会
議

室
、
調
理
実
習
室　
問
社
会
教
育

課
（
☎
０
２
５
・
５
４
５
・
９
２

６
８
）

●
貸
館
予
約
受
け
付
け

時
受
け
付
け
開
始
＝
３
月
３
日
㊊

午
前
８
時
30
分
～
（
利
用
開
始
＝

３
月
17
日
㊊
～
）　
申
金
谷
地
区

公
民
館
窓
口
ま
た
は
電
話
（
☎
０

２
５
・
５

２
４
・
３

１
０
５
）

●
内
覧
会

時
３
月
16

日
㊐
午

前
９
時
～

午
後
５
時　

他
申
し
込

み
不
要
で

ど
な
た
で

も
見
学
で

き
ま
す

高
田
城
三
重
櫓
の
開
館
時
間
の

延
長
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
観
桜
会
期

間
中
（
３
月

28
日
㊎
～
４

月
13
日
㊐
）

は
、
開
館
時

間
を
延
長

し
、
休
ま
ず

開
館
し
ま

す
。
ま
た
、

会
期
中
は
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ

を
実
施
し
ま
す
。

※�

桜
の
開
花
状
況
に
よ
り
、
一
部

事
業
の
前
倒
し
開
催
や
会
期
の

延
長
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
歴
史
博
物
館
（
☎
０
２
５
・
５

２
４
・
３
１
２
０
）

●
開
館
時
間

時
３
月
28
日
㊎
～
４
月
13
日
㊐
＝

午
前
9
時
～
午
後
７
時　
※
観
覧

券
の
販
売
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

●
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

時
日
没
～
午
後
10

時沖
縄
に
あ
る「
新
潟
の
塔
」 

改
修
県
民
募
金
へ
の
お
願
い

　
今
年
は
終

戦
か
ら
80
年

で
す
。
先
の

大
戦
に
お
い

て
、
沖
縄
お

よ
び
南
方
諸

地
域
（
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ビ

ル
マ
な
ど
）

で
戦
没
さ
れ

た
新
潟
県
出
身
者
４
万
１
９
６
０

柱
を
慰
霊
す
る
た
め
に
、
沖
縄
県

摩ま

文ぶ

仁に

の
丘
に
建
立
さ
れ
た
戦
没

者
慰
霊
碑
「
新
潟
の
塔
」
の
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
「
新
潟
の
塔
」
改
修
の
た

め
の
県
民
募
金
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
新
潟
県
福
祉
保
健
総
務
課
援
護

恩
給
室
（
☎

０
２
５
・
２

８
０
・
５
１

８
０
）

詳しくは

詳しくは 詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは



お
知
ら
せ

も
よ
お
し
・
講
座

募
　
集

無
料
相
談

お
知
ら
せ

2025・３　広報 じょうえつ 22

３月は自殺対策強化月間です�

●あなたもゲートキーパーに
　あなたやあなたの周りの人に、こころや体の変化はありませんか。
　悩んでいる人に気づき、声をかけてあげられる人のことを「ゲートキーパー」といいます。
特別な研修や資格は必要なく、誰でもゲートキーパーになることができます。やさしく声をか
けあうことで、不安や悩みを少しでも和らげることができるかもしれません。

●こころのストレスを感じたら

●それでもつらいときには、誰かに相談してみましょう
　厚生労働省ホームページ「まもろうよ こころ」や身近な相談窓口をご活用ください。
　
●無料相談案内

相談窓口 電話番号 開設日 開設時間

市
上越市健康づくり推進課 ☎025-520-5841

月～金曜日
（祝祭日除く）

午前８時30分～
午後５時15分

各総合事務所市民生活・福祉グループ 各総合事務所へ
（☎は18ページ上部に記載）

県

上越地域いのちとこころの支援センター
（上越保健所内） ☎025-524-7700

上越地域振興局健康福祉環境部
（上越保健所） ☎025-524-6132

新潟県こころの相談ダイヤル ☎0570-783-025
（ナビダイヤル なやみなし にいがた）

年中無休 24時間

新潟県精神保健福祉センター ☎025-280-0113 月～金曜日
（祝祭日除く）

午前８時30分～
午後５時

民
　
間

よりそいホットライン ☎0120-279-338
（フリーダイヤル） 年中無休 24時間

新潟いのちの電話 ☎025-288-4343 年中無休 24時間

自殺予防いのちの電話 ☎0120-783-556
（フリーダイヤル）

毎日 午後４時～９時

毎月10日 午前８時～
翌日午前８時

厚生労働省
ホームページ

助
産
師
に
よ
る
健
康
相
談
室

お
よ
び
産
後
ケ
ア（
来
所
型
）

の
会
場
を
移
転
し
ま
す

　
福
祉
交
流

プ
ラ
ザ
で
行

わ
れ
て
い
た

助
産
師
に
よ

る
健
康
相
談

室
お
よ
び
来

所
型
の
産
後

ケ
ア
の
会
場

を
３
月
１
日

㊏
よ
り
市
民
プ
ラ
ザ
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
に
移
転
し
ま
す
。
な
お
、
新

会
場
で
の
相
談
は
３
月
３
日
㊊
か

ら
実
施
し
ま
す
。

●
相
談
日
時

○
来
所
、
電
話
に
よ
る
相
談
＝
毎

週
月
・
木
・
金
曜
日
の
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分
、
○
電
話
相
談

の
み
＝
毎
週
金
曜
日
の
午
後
６
時

30
分
～
８
時
30
分
（
い
ず
れ
も
祝

日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

他
来
所
に
よ
る
相
談
お
よ
び
来
所

型
の
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
開�

設
時
間
内
に
電
話
に
よ
る
事
前
予�

約
を
お
願
い
し
ま
す　
問
上
越
助

産
師
会
（
☎
０
９
０
・
５
１
９
９・

１
６
３
７
）、こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・

５
８
４
３
）

詳しくは

　決まった時間に起きる、
着替える、食事を食べる、
ストレッチをするなど、毎
日の基本的な生活リズムを
崩さないように心がけま
しょう。

　心配事や不安に思っていることを
書き出してみましょう。「こころの
モヤモヤ」を言葉にすることで、気
持ちが少し楽になることがあります。
また、友人や親族などに気持ちを伝
えてみましょう。
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令和７年度 タクシー利用券・バス利用券・自動車燃料購入券・自動車燃料費助成
 問合せ…福祉課（☎025-520-5695）

対身体障害者手帳１～３級、精神障害者保健福祉手帳１～２級、療育手帳Ａの交付を受け
ている人で今年度、当該制度を利用している人
※所得制限があるため、申請受付時に令和５年中の所得を確認します。
●助成内容
　下記①～④のうち、いずれか１つを申請できます。

種類 申請に必要なもの

① タクシー利用券
申請書、障害者手帳、マイナンバーカード

② タクシー利用券とバス利用券セット

③ 自動車燃料購入券
申請書、障害者手帳、運転免許証、車検証、マイナンバーカード

④ 自動車燃料費助成

※�手帳所持者以外の人が手続きする場合、上記のほか、手続きする人の本人確認ができる運転免許証などと、手
帳所持者本人の印鑑を持参してください。

※申請書は、ホームページからダウンロードできます。（申請窓口にもあります）
※�タクシー利用券または自動車燃料購入券の交付を郵送で希望される場合は、郵送料（460円）分、

タクシー利用券とバス利用券のセットの交付を郵送で希望される場合は、郵送料（620円）分の
切手を添えて申請してください。

※助成額は、市議会３月定例会の審議後に決定します。
受付場所 受付日時 受付時間

福祉課、各総合事務所
福祉交流プラザ（福祉申請窓口） ３月26日㊌～随時

午前８時30分～午後５時15分南出張所 ３月26日㊌、27日㊍

北出張所 ３月28日㊎

パブリックコメント（市民意見公募手続き）�

所公表場所＝各問合せ先、市政情報コーナー（市役所木田第一庁舎１階）、各総合事務所、南・北出張所、市民プラザ、
高田図書館、高田図書館浦川原分館、オーレンプラザ、教育プラザ、直江津学びの交流館、ユートピアくびき希
望館、市ホームページ
●意見募集結果の公表

案件名 公表期間 問合せ

上越市犯罪被害者等支援条例（案） ３月17日㊊まで 市民安全課（☎025-520-5661、
shimin-anzen@city.joetsu.lg.jp）

上越市まち・ひと・しごと創生長期ビジョ
ン（令和７年改訂版）（案）、第３期上越
市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）

３月19日㊌まで 総合政策課（☎025-520-5624、
sou-seisaku@city.joetsu.lg.jp）

上越市一般廃棄物処理基本計画（案） ２月25日㊋～３月26日㊌ 生活環境課（☎025-526-5111（内線4113）、
seikatsu@city.joetsu.lg.jp）

●実施しない理由の公表
案件名 公表期間 問合せ

農業経営基盤の強化の促進に関する計画（地
域計画）の案 ２月27日㊍～３月28日㊎

農政課（☎025-520-5749）
上越市農業振興地域整備計画の変更案 ３月中旬～４月中旬

詳しくは
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３月分の都市ガス料金�  問合せ…ガス水道局総務課（☎025-522-5518）

使用量区分 １㎥当たりの単価（税込）
０～25㎥ 144.14円

26～150㎥ 142.37円
151㎥以上 140.91円

前月検針分に比べ１㎥当たり1.32円の値上げとなります。
※基本料金は変わりません。

　原料費調整制度による10月～12月
のLNG等平均原料価格（貿易統計値）
による調整を行ったほか、国の補助金
を活用して１㎥当たり10円を値引き
します。

市有財産を売却します�  申し込み・問合せ…資産活用課（☎025-520-5642）

　市有地を一般競争入札により売却します。
申入札参加申込書に必要事項を記入し、４月９日㊌ま
でに資産活用課へ　他売却物件の詳細については、入
札案内書をご確認ください。入札案内書、入札参加申
込書は申込先にある
ほか、市ホームペー
ジからダウンロード
できます

詳しくは

３月の献血バス運行日程�  問合せ…健康づくり推進課（☎025-520-5712）

　病気やけがの治療に必要な輸血用血液
は、人工的に造ることができず長期保存
ができないため、皆さんの善意の献血が
頼りです。ご協力をお願いします。
　新潟県赤十字血液センターでは、献血
Web会員サービス「ラブラッド」から
の予約をおすすめしています。会員でな
い人や初めての人も利用でき、スムーズ
な受け付けや計画的な血液供給に役立ち
ます。

会　　場 実施日 受付時間

イオン上越店
実施：毎月第１火曜日／

　　　第３・４日曜日

４日㊋

16日㊐

23日㊐

10：00～12：00

13：30～16：00

日本曹達株式会社

二本木工場
24日㊊

10：00～11：45

13：00～15：30

詳しくは

献血キャラクター
けんけつちゃん

献血は命をつなぐ
ボランティアです

文
人材ハイスクール

関川
儀明川

青
田
川

N

１３

５７９

栄町東

物件所在地

妙
高
は
ね
う
ま
ラ
イ
ン

矢
代
川

物件所在地

579

N

寺町

寺町北

18

直江津中等
教育学校

直江津駅

直江津南
小学校

物件
所在地

N 文文

西本町3

●売却物件
①新町地内 宅地 

③大字西田中地内 雑種地②西本町３丁目地内 宅地
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も
よ
お
し
・
講
座

坂
口
記
念
館
の
も
よ
お
し

●
つ
ば
き
御
膳
を
楽
し
む
会

時
４
月
５
日
㊏
、
６
日
㊐
午
前
11

時
30
分
～
午
後
１
時
30
分　
費
１

５
０
０
円　
定
各
日
40
人
（
申
込

順
）　
申
問
３
月
18
日
㊋
以
降
に

坂
口
記
念
館
（
☎
０
２
５
・
５
３

０
・
３
１
０
０
）

●
着
物
で
観
賞
し
ま
せ
ん
か

　
着
物
姿
で
見
頃
を
迎
え
る
ツ
バ

キ
を
観
賞
し
ま
す
。
着
物
は
坂
口

記
念
館
で
着
付
け
し
ま
す
。

時
４
月
11
日
㊎

～
13
日
㊐　
対

中
学
生
以
上　

費
一
人
１
０
０

０
円
（
入
館
料

別
途
）　
定
各

日
10
人（
申
込

順
）　
申
問
３

月
18
日
㊋
以
降

に
頸
城
区
総
合

事
務
所
（
☎
０

２
５・５
３
０・

２
３
１
１
）

く
る
み
家
族
園 

イ
ベ
ン
ト
湯

所
問
く
る
み
家
族
園（
☎
０
２
５・

５
４
４
・
７
４
４
０
）

●
イ
ベ
ン
ト
湯

時
梅
の
湯
＝
３

月
９
日
㊐
、

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の

湯
＝
３
月
23
日

㊐
の
い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
午

後
９
時　
費
一

般
４
２
０
円
、
小
・
中
学
生
２
１

０
円
（
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
、
障

害
者
手
帳
な
ど
の
提
示
に
よ
る
割

引
制
度
あ
り
）

令
和
７
年
度 

新
し
い
社
会
人
を
励
ま
す
つ
ど
い

　
先
輩
社
会
人
か
ら
の
励
ま
し
や
、

ビ
ジ
ネ
ス
を
テ
ー
マ
と
す
る
お
笑

い
を
交
え
た
講
演
で
、
新
社
会
人

の
皆
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。

時
４
月
17
日
㊍
午
後
２
時
～
３
時

30
分　
所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上

越　
対
今
春
、

市
内
事
業
所
に

就
職
し
た
人　

他
事
業
所
が
申

し
込
み　
申
４

月
14
日
㊊
ま
で

に
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら　
問
産

業
政
策
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
７
３
０
）

事業者や商工関係団体を対象とした新たな支援制度�

詳しくは

詳しくは

●省エネ設備を導入する事業者を支援します　申問産業政策課（☎025-520-5729）
項　目 補助対象事業・補助率 対象者 受付期間

上越市省エネ設備
導入事業補助金 次の省エネ設備への入れ替え

・�LED照明への入れ替え
・�空調設備（エアコンなど）の入れ替

え
○補助率
　２分の１（補助限度額25万円）

市内に主たる事業所があり、
市税を完納している中小企業
者や農林水産事業者など

○事前応募
３月３日㊊～５月９日㊎
※�応募多数の場合は抽選とな

り、当選した人から申請書
の提出を受け付けます。

○申請受け付け
５月中旬～６月30日㊊

●収益力の向上に取り組む事業者を支援します　申問産業政策課（☎025-520-5729）
項　目 補助対象事業・補助率 対象者 受付期間

上越市収益力向上・
賃上げ環境整備補
助金

収益向上につながる次の事業
・新商品・新サービスの開発
・新事業分野への進出
・DXの推進
※�給与等支給額が前事業年度に比べ

て2.0％以上増加することが条件
です。

○補助率
　３分の２（補助限度額50万円）

市内に主たる事業所があり、
市税を完納している中小企業
者や農林水産事業者などで、
青色申告を行っている事業者

４月１日㊋～６月30日㊊
（予算額に達し次第終了）

●プレミアム付商品券を発行する商工関係団体を支援します　
　申問商業・中心市街地活性化推進室（☎025-520-5734）

項　目 補助対象事業・補助率 対象者 受付期間
上越市プレミアム
付商品券発行支援
事業補助金

プレミアム付商品券の発行
○補助率
・�一般事業（単一団体で実施）
　３分の２（補助限度額250万円）
・�連携事業（複数団体で実施）
　４分の３（補助限度額500万円）

市税を完納している市内の商
店街振興組合、商工会、10
者以上の中小企業者による任
意団体など

３月３日㊊～６月30日㊊
（予算額に達し次第終了）

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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越
後
高
田
町
家
三
昧

　
高
田
城
址

公
園
観
桜
会

の
開
催
に
合

わ
せ
、
地
元

ガ
イ
ド
が
、

町
家
の
建
物

の
特
徴
を
は

じ
め
、
高
田
の
雁
木
・
町
家
に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
。

時
3
月
30
日
㊐
、
4
月
5
日
㊏
、

6
日
㊐
の
午
前
11
時
～
午
後
2
時　

所
高
田
小
町　
問
文
化
振
興
課（
☎

０
２
５
・
５
２
０
・
５
６
２
９
）

第
６
回「
上
越
市
親
の
会
」

　
子
ど
も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

不
安
や
悩
み
（
不
登
校
や
ひ
き
こ

も
り
な
ど
）
を
持
つ
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
た
め
の
会
で
す
。
少
し
肩

の
力
を
抜
い
て
話
を
し
た
り
聞
い

た
り
し
な
が
ら
、
解
決
へ
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。

時
３
月
８
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　

所
教
育
プ
ラ

ザ　
問
青
少

年
健
全
育
成

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５・

５
４
４
・
４

６
９
０
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
つ
ど
い
」

　
認
知
症
の

人
や
介
護
家

族
、
認
知
症

の
介
護
に
関

心
が
あ
る
人

を
対
象
に
情

報
交
換
や
悩

み
な
ど
を
聞
き
ま
す
。

時
３
月
15
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
費

２
０
０
円　
問
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
新
潟
県
支
部
上
越
地
区
田

中
さ
ん
（
☎
０
９
０・１
４
２
３・

０
６
７
５
）

じ
ょ
う
え
つ
歴
史
講
座 

春
日
山
講
座
３ 

「
土
の
城
」春
日
山
城
を
歩
く

　
上
杉
謙
信
公
の
居
城
、
春
日
山

城
を
巡
る
散
策
会
を
開
催
し
ま
す
。

千せ
ん

貫が
ん

門も
ん

、
直
江
屋
敷
を
経
て
、
本

丸
を
目
指
し
ま
す
。
戦
国
の
世
に

思
い
を
は
せ
な
が
ら
、早
春
の
花
々

に
彩
ら
れ
た
、「
土
の
城
」
春
日

山
城
を
散
策
し
ま
す
。　

時
３
月
22
日
㊏
午
前
９
時
～
正
午　

所
集
合
＝
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

対
小
学
生
以
上　
定
30
人
（
申
込

順
）　
他
天
候
な
ど
に
よ
り
、コ
ー

ス
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

荒
天
時
は
、

埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
の

見
学
な
ど
を

行
い
ま
す　

申
問
３
月
10

日
㊊
以
降
に

文
化
行
政
課

（
☎
０
２
５・

５
４
５
・
９

２
６
９
）

鵜
の
浜
人
魚
館
健
康
教
室

　
4
月
か
ら
、
大
人
向
け
の
水
泳

や
ヨ
ガ
な
ど
の
健
康
教
室
を
開
講

し
ま
す
。

　
教
室
名
、
日
程
、
参
加
費
、
定

員
な
ど
の
詳
細
は
、
人
魚
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
問
3
月
10

日
㊊
午
前
10

時
30
分
以
降

に
鵜
の
浜
人

魚
館
（
☎
０

２
５
・
５
３

４
・
６
２
１

１
）釜

蓋
遺
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
企
画
展

「
文
化
の
十
字
路・上
越
」

　
北
陸
新
幹
線
開
業
10
周
年
・
釜

蓋
遺
跡
公
園
開
園
10
周
年
を
記
念

し
て
、
弥
生
時
代
の
上
越
と
つ
な

が
り
の
深
い
北
陸
・
長
野
地
域
の

出
土
品
を
紹
介
し
、
２
つ
の
地
域

を
結
ぶ
交
流
の
拠
点
で
あ
っ
た
吹

上
遺
跡
・
釜
蓋
遺
跡
の
特
徴
を
浮

き
彫
り
に
す
る
展
示
を
開
催
し
ま

す
。

時
３
月
12
日
㊌
～
令
和
８
年
３
月

９
日
㊊
（
予

定
）　

所
釜

蓋
遺
跡
ガ
イ

ダ
ン
ス　
問

文
化
行
政
課

（
☎
０
２
５・

５
４
５
・
９

２
６
９
）

「
生
誕
１
１
０
年 

濱は
ま

谷や

浩ひ
ろ
し

展 

人
間
と
風
土
を
み
つ
め
て
」

　
写
真
家
・
濱
谷
浩
の
作
品
と
人

生
を
た
ど
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま

す
。
桑
取
谷
小
正
月
行
事
を
と
ら

え
た
『
雪
国
』
や
学
者
や
芸
術
家

の
姿
を
と
ら
え
た
『
学
藝
諸
家
』

な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

時
３
月
22
日
㊏
～
６
月
22
日
㊐
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
４
月
１
日

㊋
〜
13
日
㊐
は
午
後
７
時
ま
で
）、

休
館
日
＝
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

（
観
桜
会
期
間
中
（
3
月
28
日
㊎

〜
4
月
13
日
㊐
）
お
よ
び
４
月
28

日
㊊
～
５
月
６
日
㊋・
振
は
開
館
）　

費
一
般
５
１
０
円
、
小・中
学
生
、

高
校
生
２
６
０
円
※
幼
児
お
よ
び

市
内
の
小
・
中
学
生
は
入
館
無
料　

所
問
小
林
古
径
記
念
美
術
館
（
☎

０
２
５
・
５

２
３
・
８
６

８
０
）

小
川
未
明
生
誕
祭

　
「
日
本
近
代
童
話
の
父
」
と
い

わ
れ
る
小
川
未
明
の
生
誕
を
祝
い
、

献
花
式
を
行
い
ま
す
。
式
典
後
は
、

高
田
小
町
に
移
動
し
、
記
念
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

時
３
月
30
日
㊐
午
前
10
時
～
正
午　

所
集
合
＝
小
川
未
明
生
誕
の
地

碑
前
（
幸
町
２
）　
講
小お

埜の

裕
二

氏
（
上
越
教
育
大
学
教
授
）
ほ
か　

問
日
本
近
代

童
話
の
父
小

川
未
明
顕
彰

会
（
事
務
局

＝
文
化
振
興

課　
☎
０
２

５・５
２
０・

５
６
２
８
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは

詳しくは

濱谷浩『母と子』
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旧
今
井
染
物
屋 

バ
テ
ン
レ
ー
ス
の
世
界
８

　
バ
テ
ン

レ
ー
ス
作

品
の
展
示

を
行
い
ま

す
。
会
期

中
の
土
・

日
曜
日
に

は
、
こ
の
季
節
に
合
っ
た
デ
ザ
イ

ン
の
制
作
体
験
な
ど
が
で
き
ま
す
。

時
３
月
29
日
㊏
～
４
月
６
日
㊐
午

前
10
時
～
午
後
４
時
（
体
験
は
午

後
１
時
30
分
〜
）　
費
入
館
無
料

（
体
験
は
別
途
）　
他
駐
車
場
＝
旧

今
井
染
物
屋
裏　
問
旧
今
井
染
物

屋
（
☎
０
２

５・５
２
０・

９
７
８
８

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

体
験
会

　
パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
も
人
気
を
博
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

時
３
月
30
日
㊐
午
前
10
時
～
正
午　

所
柿
崎
総
合
体
育
館
（
か
き
ざ
き

ド
ー
ム
）　
対
小
・
中
学
生　
定

10
人
（
抽
選
）　
他
運
動
の
で
き

る
服
装
で
、
爪
は
短
く
切
っ
て
く

だ
さ
い
。
内
履
き
シ
ュ
ー
ズ
、
水

筒
・
タ
オ
ル
な
ど
を
お
持
ち
く
だ

さ
い　
申
３
月
23
日
㊐
ま
で
に
、

上
越
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク

ラ
ブ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内

の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か

ら　
問
上
越

ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
稲
田

さ
ん
（
☎
０

９
０
・
３
１

３
１
・
３
７

０
３
）

棚
田
学
校　
第
22
期
生

　
中
ノ
俣
の

棚
田
で
、
年

間
を
通
し
て

自
然
を
堪
能

し
な
が
ら
、

仲
間
と
と
も

に
棚
田
の
保

全
と
美
味
し
い
米
作
り
を
目
指
し

ま
す
。

時
４
月
13
日
㊐
～
令
和
8
年
３
月

１
日
㊐
（
年
８
回
を
予
定
）　
対

全
日
程
に
参
加
で
き
る
人　
定
15

区
画
（
１
区
画
＝
約
１
ア
ー
ル
）

（
申
込
順
）　
費
1
区
画
３
万
８
千

円
※
収
穫
し
た
米
は
持
ち
帰
り　

他
４
月
５
日
㊏
に
市
民
プ
ラ
ザ
に

て
参
加
者
説
明
会
を
予
定　
申
問

３
月
10
日
㊊
～
25
日
㊋
の
間
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
か
み
え
ち
ご
山
里
フ
ァ

ン
倶
楽
部
（
☎
０
２
５・５
４
１・

２
６
０
２
、

Kam
iechigo

@
nifty.com

）

中
ノ
俣
子
ど
も
山
里
学
校

　
中
ノ
俣
の

地
球
環
境
学

校
を
拠
点

に
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら

田
ん
ぼ
や
畑

の
仕
事
な

ど
、
里
山
の

暮
ら
し
を
教

わ
り
ま
す
。

ま
た
、
四
季

を
通
じ
て
川

や
森
な
ど
で

自
然
体
験
活

動
を
行
い
ま
す
。

時
４
月
～
令
和
８
年
３
月
の
毎
月

第
３
土
曜
日（
全
12
回
）※
８
、９
、

11
月
は
開
催
日
が
変
わ
り
ま
す　

所
地
球
環
境
学
校
（
集
合
・
解
散

＝
寺
町
駐
車
場
）　
対
令
和
７
年

４
月
以
降
の
小
学
２
年
生
～
６
年

生　
定
15
人（
申
込
順
）　
費
年
間

登
録
料
９
０
０
０
円
お
よ
び
各
回

の
参
加
費
１
８
０
０
円　
他
４
月

５
日
㊏
に
市
民
プ
ラ
ザ
で
参
加
者

説
明
会
を
開
催　
申
３
月
10
日
㊊

～
25
日
㊋
の
間
に
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら　
問
地
球
環
境
学
校
（
☎
０

２
５
・
５
４
１
・

２
３
１
０
、

�
kankyogakkou
@
gm
ail.com

）

正
善
寺
工
房 

「
加
工
体
験
教
室
」

申
問
申
し
込
み
方
法
や
定
員
な
ど

詳
し
く
は
、
正
善
寺
工
房
（
☎
０

２
５
・
５
２
３
・
０
６
２
１
）

●
さ
く
ら
餅
作
り
教
室

時
３
月
11
日
㊋

午
前
10
時
～

費
１
６
０
０
円

●
春
の
お
祝
い
料
理
教
室

時
３
月
14
日
㊎
午
前
10
時
～

費
２
０
０
０
円

●
簡
単
な
お
や
つ
パ
ン
作
り
教
室

時
３
月
18
日
㊋
午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円

●
苺
大
福
作
り
教
室

時
３
月
25
日
㊋

午
前
10
時
～

費
１
６
０
０
円

●
味
噌
作
り
教
室

時
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
～

費
４
５
０
０
円

（
５
キ
ロ
グ
ラ

ム
～
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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ワ
ー
ク
パ
ル
上
越
の 

も
よ
お
し

問
ワ
ー
ク
パ
ル
上
越（
☎
０
２
５・

５
４
５
・
５
１
１
１
）

●
マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

対
上
越
地
域
在
住
の
18
歳
以
上
の

人　
定
各
講
座
15
人
（
申
込
順
）　

申
３
月
７
日
㊎
以
降
（
平
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
ワ
ー
ク
パ
ル
上
越

窓
口

●
は
じ
め
て
の
己お

の
れ
し
ょ書

　
筆
ペ
ン
で
個
性
の
あ
る
文
字
や

絵
を
描
き
ま
す
。

時
３
月
17
日
㊊
午
前
10
時
～
正
午　

費
２
２
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）　

講
杉
田
和か

ず
子こ

さ
ん

●
季
節
の
野
菜
料
理

時
３
月
21
日
㊎

午
後
１
時
30

分
～
３
時　
費

２
５
０
０
円

（
食
材
費
込
み
）　

講
梅
田
み
ど
り

さ
んオ

ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル

の
も
よ
お
し

申
問
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル

（
☎
０
２
５・５
２
４・３
１
３
０
）

●
第
１
期
大
人
・
子
供
水
泳
教
室

時
４
月
５
日
㊏
～
７
月
20
日
㊐　

定
あ
り
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　
申
３
月
１
日
㊏
午
前

10
時
～
11
日
㊋

●
幼
児
～
小
学
生
一
日
体
験

　
ス
ク
ー
ル

時
３
月
９
日
㊐
午
前
11
時
30
分
～

午
後
０
時
30
分　
対
年
少
か
ら
小

学
3
年
生
ま
で　
定
30
人
（
申
込

順
）　
申
３
月
７
日
㊎
以
降
に
窓

口
ま
た
は
電
話

●
大
人
一
日
体
験
教
室

時
３
月
24

日
㊊
～
28

日
㊎　
申

３
月
７
日

㊎
以
降
に

窓
口
ま
た

は
電
話

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

の
各
種
教
室

　
開
催
日
時
な
ど
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
問
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

（
☎
０
２
５・５
４
４・２
１
２
２
）

●
第
１
期
テ
ニ
ス
教
室

申
３
月
９
日
㊐
以
降
に
往
復
は
が

き
ま
た
は
窓
口

●
第
１
期
エ
ン
ジ
ョ
イ
き
っ
ず

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

申
３
月
16
日
㊐
午
前
９
時
以
降
に

窓
口

●
第
１
期
水
泳
教
室（
全
17
コ
ー
ス
）

申
３
月
７
日

㊎
以
降
に
往

復
は
が
き
ま

た
は
窓
口

市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー
in
上
越

「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
＝
慢
性
腎
臓
病
」

　
「
慢
性
腎
臓
病
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
視
聴
も
で
き
ま
す
。
内
容・

講
師
・
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

時
３
月
８
日
㊏
午
後
１
時
～
３
時　

所
市
民
プ
ラ
ザ　
定
リ
ア
ル
会
場

は
80
人
（
申

込
順
）　

申

３
月
７
日
㊎

午
後
５
時
ま

で　
問
小
野

薬
品
工
業
株

式
会
社
の
中

村
さ
ん
（
☎

０
８
０
・
２

４
７
２
・
０

６
２
７
）

普
通
救
命
講
習

　
成
人
の
心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除

去
法
、
止
血
法
な
ど
学
び
ま
す
。

時
４
月
20
日
㊐
午
前
９
時
～
正
午　

所
上
越
地
域
消
防
局　
定
30
人（
申

込
順
）　

申

問
３
月
31
日

㊊
～
４
月
６

日
㊐
の
間
に

上
越
消
防
署

（
☎
０
２
５・

５
４
４
・
０

１
１
９
）

上
越
ジ
ュ
ニ
ア
音
楽
ク
ラ
ブ 

活
動
発
表
会

　
小
学
１

年
生
か
ら

中
学
１
年

生
ま
で
の

子
ど
も
た

ち
が
、
11

月
か
ら
取

り
組
ん
で

き
た
練
習

の
成
果
を

上
越
市
民

吹
奏
楽
団
や
Ｍマ

ー

チ

ン

グ

ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｂバ

ン

ド

ａ
ｎ
ｄ 

Ｂブ

レ

イ

ブ

Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
披
露
し
ま
す
。

時
３
月
22
日
㊏
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分　
所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
上
越　
他
子
ど
も
用
の
分
数
バ

イ
オ
リ
ン
な
ど
の
寄
付
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
問
合
せ
先

へ　
問
上
越
ジ
ュ
ニ
ア
音
楽
ク
ラ

ブ
の
綿
貫
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
８

８
１
３
・
３
８
８
１
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは 詳しくは
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大
卒
等
合
同
企
業
説
明
会

　
上
越
地
域
の
企

業
に
就
職
を
希
望

す
る
人
を
対
象

に
、
企
業
担
当
者

に
よ
る
企
業
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

時
３
月
10
日
㊊
午
後
１
時
15
分
～

３
時
30
分　
所
デ
ュ
オ
・
セ
レ
ッ

ソ　
対
令
和
８
年
春
に
大
学
や
専

修
学
校
な
ど
を
卒
業
予
定
の
人
ま

た
は
卒
業
後
３
年
以
内
の
人
、
そ

の
家
族　
申
問
３
月
７
日
㊎
ま
で

に
上
越
雇
用
促
進
協
議
会
事
務
局

（
上
越
商
工
会
議
所
内
、☎
０
２
５・

５
２
５
・
１
１
８
５
）

上
越
交
響
楽
団 

第
90
回
定
期
演
奏
会

　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
交
響
曲
第
35
番

「
ハ
フ
ナ
ー
」
や

ボ
ロ
デ
ィ
ン
の
交

響
曲
第
２
番
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

時
３
月
16
日
㊐
午
後
２
時
開
演　

所
上
越
文
化
会
館　
費
一
般
千
円
、

高
校
生
以
下
無
料
（
チ
ケ
ッ
ト
は

上
越
文
化
会
館
、
二
葉
楽
器
、
妙

高
市
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
で
販
売
中
）

問
上
越
交
響
楽
団
事
務
局
の
茨
木

さ
ん
（
☎
０
９
０
・
１
６
０
６
・

１
２
５
４
）

●春のオーレン文化祭「アートフェス“オーレ”」
　オーレンプラザを定期的に利用している団体が一堂
に会し、活動の成果を発表します。33の団体がホー
ルで演奏やダンスなどを披露するほか、ロビーでコン
サート（複数団体でのコラボもあり）や作品展示、ワー
クショップを行います。春のオーレン文化祭を一日お
楽しみください。
時３月９日㊐午前９時30分～午後６時15分
●調律師がおくるピアノフェスタ
　実力派ピアニストによるコンサートのほか、調律師
によるピアノ仕組み体験講座や公開調律などが楽しめ

るフェスタを開催します。
時４月20日㊐午前９時30分～午後５時　費一般2,000
円、高校生以下1,500円（チケットはオーレンプラザ、
上越文化会館ほかで販売中）
○「オーレンピアノ」参加者募集
　チケット購入者は、クリスタルピアノを使用したス
トリートピアノの「オーレンピアノ」にも参加できま 
す。
定18組（申込順）　
申３月７日㊎午前
９時以降

オーレンプラザのもよおし
 ところ・申し込み・問合せ…高田城址公園オーレンプラザ（☎025-525-1311）

　素晴らしい名曲の数々を、豪華な出演者がたっぷりとお届けします。
時４月24日㊍午後６時30分開演（午後５時50分開場）　所上越文化会館　定あり（応募多数の場合は抽選） 
費無料（１歳以上は入場整理券が必要。整理券１枚で２人まで入場可）　他出演者＝朝花美穂、川中美幸、伍代
夏子、辰巳ゆうと、原田波人、
パク・ジュニョン、氷室一哉、
風輪、美川憲一、三山ひろし　
ほか（五十音順）　申３月26日
㊌までにNHK新潟放送局ホー
ムページから（申し込みは１人
１件まで）　問NHK新潟放送局

（☎025-230-1616）

上越市合併20周年記念事業  NHK「新・BS日本のうた」公開収録�

詳しくは

美川憲一 川中美幸 三山ひろし
NHK新潟放送局
ホームページ
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●科学工作教室
　「アフリカの民族楽器【カリンバ】をつくろう！」
　木の板の上に並べた細長
い金属板を、両手の親指で
はじいて演奏するアフリカ
の民族楽器「カリンバ」を
作ります。
時３月22日㊏午後２時～３時30分　所上越科学館　
対小学生以上（小学３年生以下は保護者の同伴が必要）　
定20人（申込順）　費  500円（入館料別途）　申３月
７日㊎以降
●ひよこの誕生
　生まれたばかりのひよこの様子を観察しましょう。
運が良ければ、誕生の瞬間に立ち会えるかもしれません。
時３月25日㊋～４月６日㊐　（展示解説＝午前11時～、

午後１時～、３時～※各回15分程度）（予告なく中止
する場合があります）所上越科学館　費観覧や展示解
説は無料（入館料別途）
●植物観察教室～春を探しに里山ハイク～
　植物の専門家の案内で
春の野山をハイキング。
薬師山の山野草を観察し
ましょう。
時４月６日㊐午前９時～
午後３時（予定） 所薬師
山周辺（集合＝上越科学
館）　対小学生以上（小・中学生は保護
者の同伴が必要）　定20人（抽選）　費  
小・中学生500円、高校生以上800円　
申３月23日㊐まで

●特別展「まるっとぴたっとダンゴウオ」
　まるっと
した体形と
岩などにぴ
たっとくっ
つく生態が
特徴のダン
ゴウオ科魚
類の魅力を
紹介する特別展です。生体展示をはじめ、パネルエリ
ア、ラボエリア、遊びながら学べるエリアのほか、全
５エリアに分けてダンゴウオ科魚類について紹介します。
　これまで「うみがたり」が積み重ねてきたダンゴウ

オ科の知見を「まるっと」お伝えし、来館者の心に「ぴ
たっと」張り付いて離れなくなるような特別展です。
時４月13日㊐まで　
●和水槽～WABI-SABI-AQUARIUM～
　水中と陸地を混在
させた水槽「アクア
テラリウム」を設置
します。
　上越の春を連想さ
せる桜の装飾に、水
中には桜の花びらを連想させるような金
魚がひらひらと舞泳ぎます。
時３月１日㊏〜４月13日㊐

詳しくは

詳しくは

上越市立水族博物館「うみがたり」のもよおし
 ところ・問合せ…上越市立水族博物館（☎025-543-2449、 info@umigatari.jp）

上越科学館のもよおし�  申し込み・問合せ…上越科学館（☎＆FAX025-544-3939）
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の
付
く
日
（
31
日
を
除
く
）　
費

１
回
あ
た
り
80
円
ま
た
は
１
２
０

円　
※
出
店
方
法
に
よ
り
手
数
料

が
異
な
り
ま
す　
問
観
光
振
興
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

４
１
）

上
越
市
地
産
地
消 

推
進
会
議
参
加
者

　
地
産
地
消
の
推
進
に
関
し
必
要

な
事
項
を
決
定
す
る
た
め
、
意
見

を
お
聞
き
し
ま
す
。
会
議
は
年
２

回
程
度
（
平
日
の
日
中
）
で
す
。

時
○
任
期
＝
５
月
１
日
か
ら
２
年

間　
対
20
歳
以
上
の
市
民　
定
１

人　
他
○
報
酬
＝
会
議
１
回
に
つ

き
５
千
円（
交
通
費
別
途
）　
申
問

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

応
募
動
機
を
添
え
て
３
月
21
日
㊎

ま
で
に
農
政
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
７
４
７
）
へ
。
応
募
用

紙
は
応
募
先
、
各
総
合
事
務
所
、

南
・
北
出
張
所

に
あ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま

す上
越
市
学
校
適
正
配
置 

懇
談
会
参
加
者

　
上
越
市
立
学
校
の
適
正
配
置
に

つ
い
て
、
全
市
的
な
視
点
か
ら
意

見
を
お
聞
き
し
ま
す
。
懇
談
会
は

年
２
回
程
度（
平
日
の
日
中
）で
す
。

対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人　
定

２
人
以
内　
他
○
参
加
を
依
頼
す

る
期
間
＝
４
月
１
日
か
ら
２
年
間　

○
報
酬
＝
懇
談
会
１
回
に
つ
き
５

千
円
（
交
通
費
別
途
）　

○
選
考

＝
作
文
な
ど
を
考
慮　
申
問
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
作

文
を
添
え
て
３
月
19
日
㊌
ま
で
に

教
育
総
務
課
（
☎
０
２
５
・
５
４

５・９
２
６
２
）

へ
。
応
募
用
紙

は
応
募
先
、
各

総
合
事
務
所
、

南
・
北
出
張
所

に
あ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま

す令
和
７
年
度
版
生
涯
学
習

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
掲
載
情
報

　
生
涯
学
習
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
市
内
で
活
動
を
行
う
団
体
・

サ
ー
ク
ル
、
学
習
指
導
者
の
情
報

を
ま
と
め
た
冊
子
を
年
に
１
回
発

行
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
掲
載
を

希
望
す
る
場
合
は
、
登
録
票
に
必

要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
問
３
月
７
日
㊎
ま
で
に
社
会
教

育
課
（
☎
０
２
５
・
５
４
５
・
９

２
５
４
）、
各

総
合
事
務
所
、

各
地
区
公
民
館

へ
。
登
録
票
は

提
出
先
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

小
林
古
径
記
念
美
術
館 

運
営
委
員
会
委
員

　
小
林
古
径
記
念
美
術
館
の
運
営

や
活
動
に
つ
い
て
意
見
を
お
聞
き

し
ま
す
。

対
市
内
に
居
住
し
て
い
る
18
歳
以

上
の
人
（
高
校
生
を
除
く
）　
定

１
人　
他
○
任
期
＝
４
月
１
日
～

令
和
９
年
３
月
31
日　
○
報
酬
＝

会
議
１
回
に
つ
き
５
千
円
（
交
通

費
別
途
）　
○
選
考
＝
応
募
動
機
、

経
歴
な
ど
を
考
慮　
申
問
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
３
月

21
日
㊎
ま
で
に
小
林
古
径
記
念
美

術
館
（
☎
０
２
５
・
５
２
３
・
８

６
８
０
）
へ
。
応
募
用
紙
は
応
募

先
、
各
総
合
事
務
所
、
南
・
北
出

張
所
に
あ
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま

す

高
田
ま
ち
か
ど
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
５
出
演
者

　
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
洋
風

建
築
を
舞
台
に
、
音
楽
や
ダ
ン
ス

な
ど
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
６
月
15
日
㊐
午
前
10
時
～
午
後

４
時　
所
高
田
ま
ち
か
ど
交
流
館

（
旧
第
四
銀
行
高
田
支
店
）　
対
音

楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
活
動
を
行
う

個
人
ま
た
は
団
体　
定
10
組
程
度

（
抽
選
）　
申
問
３
月
25
日
㊋
ま
で

に
文
化
振
興
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６

２
９
）

朝
市
出
店
者

　
朝
市
出
店
者
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
自
宅
の
畑
で
採
れ
た
野

菜
や
果
物
、
趣
味
で
作
っ
た
雑
貨

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
品
物
を
販
売

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

所
時
○
二
・
七
の
市（
大
町
３
）＝

毎
月
２
と
７
の
付
く
日　
○
三
・

八
の
市
（
中
央
２
・
３
）
＝
毎
月

３
と
８
の
付
く
日　
○
四
・
九
の

市
（
大
町
４
）
＝
毎
月
４
と
９
の

付
く
日　
○
一
の
日
市
（
柿
崎
区

住
吉
町
交
差
点
付
近
）
＝
毎
月
１

募
　
集

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは
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（
公
社
）上
越
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
新
規
会
員

　
臨
時
的
・

短
期
的
・
軽

易
な
業
務
を

受
注
し
、
会

員
の
技
能
、

経
験
に
応
じ

た
仕
事
を
提

供
・
調
整
し

ま
す
。
主
な

業
務
は
除

草
、
剪せ

ん
定て

い
、

冬
囲
い
、
施

設
管
理
、
空

き
家
管
理
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

な
ど
で
す
。

対
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳

以
上
の
人
（
入
会
説
明
会
の
受

講
が
必
要
）　
費
年
会
費
３
千
円　

申
問
（
公
社
）
上
越
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
・
５

２
２
・
２
８
１
２
）

●
入
会
説
明
会

時
所
○
本
所
（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

上
越
）
＝
毎
月
第
２
、
第
４
水
曜

日
の
午
後
１
時
30
分　
○
頸
北
支

所
（
柿
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

内
）
＝
毎
月

第
３
水
曜
日

の
午
後
１
時

30
分

詳しくは

種　目 対象者 試験日 試験会場 受付期間

予備自衛官補

一般 18歳以上52歳未満
４月６日㊐～
20日㊐のいず
れか１日

受付時にお知らせ ４月８日㊋まで
技能

18歳以上で国家免許資格などを有
する人（資格により年齢上限は53
歳未満～55歳未満）

一般幹部候補生

●大卒程度試験
22歳以上26歳未満の人（20歳以上22歳
未満の人は大卒（見込み含む）、修士課程
修了者など（見込み含む）は28歳未満の人）
●院卒者試験
20歳以上28歳未満の人
修士課程修了者など（見込み含む）

受付時に
お知らせ

高田地域事務所
※

３月１日㊏～
４月４日㊎

幹部候補曹 20歳以上33歳未満

技術曹 20歳以上の人で国家免許資格取得者など 受付時に
お知らせ 受付時にお知らせ ３月１日㊏～

５月16日㊎

一般曹候補生
18歳以上33歳未満の人（32歳の人は、
採用予定月の末日現在、33歳に達してい
ない人）

受付時に
お知らせ

１次
（Web） 任意の場所

３月１日㊏～
５月７日㊌

２次 高田駐屯地

自衛官候補生
18歳以上33歳未満の人（32歳の人は、
採用予定月の末日現在、33歳に達してい
ない人）

受付時に
お知らせ

学科試験
（Web） 任意の場所

随時受け付け
口述・

身体検査 高田駐屯地

※受験人数次第で変更になる場合があります。

令和７年度　自衛官募集
 申し込み・問合せ…自衛隊新潟地方協力本部高田地域事務所（☎025-523-5519）

詳しくは
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上越市定住促進奨学生�

上越学生寮奨学生・上越市奨学生（在学募集）�

　申込書は申込先にあるほか、市ホームページからダウンロードできます。

概 要 若者の定住を目的とし、市内に居住しながら市外の大学などに通学する学生を対象に、通学費を貸
し付けます

応 募 資 格 次のいずれにも該当する人　①市内に居住する30歳未満の人　②市外の大学、大学院、高専（専攻
科含む）、専修学校(専門課程に限る)に在学する人　③公共交通機関の通学定期券を利用する人

人 数 上限なし（基金の範囲内）
貸 付 額（月額） 通学定期券購入費の合計額（月６万円上限）
貸 付 期 間 貸し付けを決定した月から在学する学校の最短修業年限の終期まで

返 還 ６カ月据え置き後、４年以上16年（貸付期間の４倍）以内（無利子）
返還期間中に市内に居住しながら就業している場合、返還額の３分の２相当額を免除

提 出 書 類 申込書、住民票の写し、在学証明書、通学定期券の写し
申し込み・問合せ 随時受け付け。多文化共生課（☎025-520-5674）、各総合事務所、南・北出張所、教育プラザ

　両方に申し込むことはできますが、両方とも採用となった場合は、どちらか一つになります。申込書は申込先
にあるほか、市ホームページからダウンロードできます。

上越学生寮奨学生 上越市奨学生（在学募集）
概 要 明日の上越を担う人材を育成するため、優れた学

生などを対象に貸し付けます
経済的な理由などにより修学が困難な学生などを
対象に、貸し付けます

応 募 資 格

上越市・妙高市・糸魚川市のいずれかの市に３年
以上住所を有した人で、かつ、そこに所在する中
学校または高等学校を卒業した人のうち、次のい
ずれかに該当する人
①大学生 ②大学院生 ③学術研究者（大学または大
学院を卒業し、研究活動をしている人）

令和７年４月に高校や専修学校、大学など（短大、大
学院を含む）に在学する人で、次の全てに該当する人
・保護者などの住所が市内にある人
・保護者などの所得が一定基準以下の人
・�成績評定などが一定以上の人（大学などに在学

する人に限る）
人 数 ６人程度 20人程度
貸付額（月額） 大学生７万円、大学院生および学術研究者10万円 高校生１万５千円、大学生など４万円

貸 付 期 間
・�大学生および大学院生＝６月から最短修業年限

の終期まで
・学術研究者＝６月から５年間

４月から最短修業年限の終期まで

返 還 １年据え置き後、14年以内（無利子） ６カ月据え置き後、貸付期間の３倍以内の年数（無
利子）

提 出 書 類

申込書、戸籍の附票、中学校または高等学校の卒
業証明書、成績証明書、在学証明書または進学の
予定を証する書類、研究内容や実績が分かる資料（学
術研究者のみ）、レポート（大学生テーマ「学びを
通してどのような社会貢献をしたいのか（将来目
指すこと）」、大学院生・学術研究者テーマ「自身
の研究がどのように社会貢献につながるか（将来
の展望）」、２千字以内、指定様式）

申込書、奨学生推薦調書、保護者の令和６年分の
所得額を確認できる書類（源泉徴収票、確定申告
書の控え、市民税申告書の写しのいずれか）、市民
税所得割非課税世帯は最新の所得・課税証明書（父
母のもの）、在学証明書

申 し 込 み・
問 合 せ

３月３日㊊～４月11日㊎（消印有
効）の間に教育総務課（☎025-545-
9262）、各総合事務所、南・北出張所

４月１日㊋～30日㊌（消印有効）
の 間 に 学 校 教 育 課（ ☎025-545-
9244）、各総合事務所、南・北出張所

詳しくは
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各種無料相談
予約が必要な相談があります。

詳しくは、各問合せ先に
問い合わせてください。

予　約
問合せ

問合せ

と　き
ところ

と　き
ところ

対15歳から49歳までの就労に悩
む人やその家族

家庭内の問題、近隣間のもめ事や
名誉毀

き
損
そん

、いじめなどの人権問題
の相談

上越地域若者サポート
ステーション出張相談会

特設人権相談所

上越地域若者サポートステー
ション（☎025-524-3185）
※予約は前日午後５時まで

新潟地方法務局上越支局
（☎025-525-4163）

３月27日㊍午後２時～４時・
ハローワーク上越

３月20日㊍・㊗午前９時30
分～午後０時30分・市民プ
ラザ

要
予約

予約
不要

国が設置した事業承継の窓口機関
の専門家による相談会
対中小企業者

労働トラブルや職場の困り事に関
して、相談所職員や社会保険労務
士が相談に応じます。
（相談方法：面談、オンラインお
よび電話）

障がい者就業・生活支援セ
ンターさくら（☎025-538-
9087）

３月21日㊎午前10時～正午・
福祉交流プラザ

予　約
問合せ

と　き
ところ

対障害者手帳を持っているまたは
診断を受けている人で、就労を目
指している人

障害のある人の
就労相談会

要
予約

産業政策課
（☎025-520-5729）

新潟県労働相談所
（☎025-281-6110）

３月21日㊎午後１時～５時・
市役所木田第二庁舎

３月16日㊐午後１時～４時
30分・上越地域振興局

予　約
問合せ

予　約
問合せ

と　き
ところ

と　き
ところ

事業承継・引継ぎに
関する個別相談会

県の休日労働相談会

要
予約

要
予約

空き家の売買や賃貸に関する相談
（予約時に「空き家登録シート」
の提出が必要）

建築住宅課
（☎025-520-5786）

❶３月11日㊋・建築住宅課
❷�21日㊎・全日本不動産協
会上越事務所(栄町２）
❸�25日㊋・上越宅建会館（春
日野１）
いずれも午後１時～５時

予　約
問合せ

と　き
ところ

空き家相談会要
予約

問合せ

と　き
ところ

予　約
問合せ

と　き
ところ

税に関する相談

税務相談会

関東信越税理士会高田支部事
務局（☎025-523-6557）

４月１日㊋、15日㊋、いずれ
も午前10時～正午・関東信
越税理士会高田支部（本町５）

要
予約

キャリアコンサルタントによる求
職者の個別支援（求職時に必要と
なる各種書類の作成支援や面接の
練習など）
対学生を除く56歳以下の求職者

就職活動のお悩み相談

ジョブカフェじょうえつ
（☎025-520-9115）

月～金曜日の午前９時30分～
午後６時（祝日を除く）・ジョ
ブカフェじょうえつ（本町３）

予　約
問合せ

と　き
ところ

要
予約

不動産の価格などに関する相談

令和７年度「不動産鑑定評価の日」
不動産の無料相談会

（公社）新潟県不動産鑑定士協
会（☎025-225-2873）

４月４日㊎午後１時～４時・
市民プラザ

予約
不要

産業政策課　商業・中心市
街地活性化推進室（☎025-
520-5734）

❶☎0255-78-2117
❷☎025-530-2156

３月10日㊊午後１時30分～
４時50分・市役所木田第二
庁舎

❶�３月５日㊌・板倉商工会
❷�27日㊍・頸城商工会
いずれも午前10時～正午 予　約

問合せ予　約
問合せ

と　き
ところと　き

ところ

創業や経営改善、資金繰りなど、
経営に関する個別の相談（1件60
分以内）

中小企業者を対象とする法律相談
（１件30分程度）

経営に関する
個別相談会弁護士による法律相談 要

予約
要

予約
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荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間
～北前船寄港地・船主集落～

　北前船が栄えた時代、直江津は「今
いま
町
まち
」と呼ばれ、高田藩の外港で

ある今町の港には北前船が寄港しました。北前船が寄港したことによっ
てさまざまな生

なり
業
わい
が生まれ、直江津のまちは大いににぎわいました。

日本
遺産

　八坂神社は、八坂・諏訪・日吉の三神を祀る直江津の産
うぶ
土
すな

社です。参道には御
み
影
かげ
石
いし
が敷かれ、社殿の基礎部分には笏

しゃく
谷
だに

石
いし
が使われています。御影石は兵庫県神戸市をはじめ瀬戸内

地方で産出される花
か
崗
こう
岩
がん
で、笏谷石は福井県福井市で産出さ

れる凝
ぎょう
灰
かい
岩
がん
です。いずれも、北前船によって直江津まで運ば

れました。境内には、尾
おの
道
みち
（広島県）の石工が作った鳥居な

ど、北前船ゆかりの文化財が点在しています。

　東にある大鳥居は、尾道の石工が作ったもので、作者の寄居弥七の名が刻まれています。境内には
尾道石工作の石

いし
灯
どう
籠
ろう
や、筑

ちく
前
ぜん
（福岡県）の銘が刻まれている狛

こま
犬
いぬ
があり、これらは北前船によって運

ばれたものと考えられています。また、拝殿には、海上安全を祈願して沖船頭の唯吉郎が奉納した福
栄丸の船

ふな
絵
え
馬
ま
が掲げられています。奉納年の記載はありませんが、江戸時代後期のものと考えられて

います。

北前船の船頭、廻船業者、町衆の信仰を集めた神社

北前船ゆかりの文化財

詳しくは

船絵馬（福栄丸）

大鳥居 筑前銘の狛犬

八坂神社（西本町４）

笏谷石が使われている拝殿の基礎部分。美しい緑色が特徴的
です。

御影石が敷かれた参道



上越市の人口・世帯数
令和7.2.１現在。（　）は前月との比較

88,555人
（-139人）

91,652人
（-94人）女男

180,207人
（-233人）合計

数字は住民基本台帳に
基づくもの世帯数

出生
死亡

転入
転出

  78
295

  220
  236

＜人口増減内訳＞

77,653（-40）

広報対話課から
（☎025－526－5111）
「広報上越４月号」は、３月
18日㊋・19日㊌に各町内会へ
お届けし、各世帯にお配りし
ます。届かない世帯の人は、
広報対話課または、各総合事
務所へご連絡ください。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。上越市ホームページアドレ上越市ホームページアドレス https://www.city.joetsu.niigata.jp/ス https://www.city.joetsu.niigata.jp/

（古紙パルプ配合率70％再生紙を使用）（古紙パルプ配合率70％再生紙を使用）
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　写真は昨年４月、「令和７年の観桜会100回記念
特集に向けて…」とお話ししながら撮らせていただ
いた１枚です。本号の特集記事の取材を通じて、高
田城址公園の桜に関わるたくさんの人にお会いし、
多くのことを学びました。記念すべき100回目の観
桜会は、毎年きれいな花を咲かせてくれる桜たちと、
桜に関わる多くの皆さんへの感謝を胸に、昨年まで
とは少し違った見方で桜を楽しもうと思います。

表紙のことば： 
歴史あるまち、歴史ある桜。これまでも、これからも。
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